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2011 
Spring

　　★ 日　時　５月 21日（土）午後３時～
　　★ 場　所　母校 ２階アリーナ
　　★ 次　第
　　　　開会のことば　会長あいさつ　来賓あいさつ
　　　　議　事
　　　　議長選出
　　　	 　22年度事業報告　22年度決算報告・監査報告
　　　	 　23年度事業計画案・予算案　役員改選
　　　　閉会のことば
　　　　総会終了後、引続き懇親会を行います
　　　	 　（参加費 2000円）
　　　	 　【新会員 63期および 62期は無料】
　　
　　＊第１回 常任幹事 / 幹事会　午後２時～

定時総会次第

 

平
成
23
年
度
の
東
工
学
園
同
窓
会
総
会
は
、
5
月
21
日（
土
）
母
校

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様

に
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
年
も
多
く
の
ご
出
席
を
た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
に
、
お
願
い
か
た
が
た
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓

会
事
務
局
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
同
窓
生
の
数
は
、
今
春
の
卒
業

生
５
１
５
名
を
新
た
に
会
員
と
し
て
迎
え
、
２
ペ
ー
ジ
別
表
の
と
お

り
合
計
５
１
，０
０
０
余
名
に
達
し
ま
し
た
。
総
会
も
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
毎
年
盛
会
で
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
会
員

を
迎
え
て
な
お
一
層
盛
会
に
し
て
、
同
窓
会
最
大
の
親
睦
行
事
で
あ

る
総
会
を
成
功
し
た
く
事
務
局
も
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
左

記
の
要
領
で
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
多
用
中
と
は
存
じ

ま
す
が
、
ど
う
か
一
人
で
も
多
く
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
承

知
の
よ
う
に
総
会
で
は
議
事
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

懇
親
会
は
卒
業
期
毎
に
テ
ー
ブ
ル
を
作
り
会
員
各
位
の
親
睦
を
計
る

べ
く
用
意
さ
れ
ま
す
。今
年
度
の
親
睦
会
で
は
、抽
選
会
は
も
ち
ろ
ん
、

吹
奏
楽
Ｏ
Ｂ・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
演
奏
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

卒業生の皆様の多数のご出席をお願い申し上げます！！

　
平
成
23
年
度
東
工
学
園
同
窓
会

　

定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　
　
▼
５
月
21
日（
土
）母
校
ア
リ
ー
ナ
▲

　

ま
ず
は
じ
め
に
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
被
災
地
の
一

日
も
早
く
の
復
興
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
諸
兄
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
同
窓
会

活
動
に
対
し
て
一
方
な
ら
ぬ
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
例
年
通
り
三
月
六
日（
日
）

新
校
名「
日
本
工
業
大
学
駒
場
高

等
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

第
三
期
生
と
し
て
女
子
生
徒
を

含
め
五
百
余
名
若
さ
あ
ふ
れ
る

卒
業
生
を
、
私
達
の
東
工
学
園

同
窓
会
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
卒
業
生
一
同
、
諸
手
を

挙
げ
て
歓
迎
い
た
し
、
新
し
い
門

出
を
祝
福
し
応
援
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
又
本
年
は
、
諸

兄
の
出
身
科
で
あ
る
工
業
科
の

卒
業
生
と
共
に
、
普
通
科
か
ら
の

初
め
て
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
た
、

母
校
に
と
っ
て
は
意
義
深
い
年

で
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
嬉
し

い
こ
と
は
昨
年
に
引
き
続
き
卒
業

生
の
子
弟
の
入
学
生
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
。
大
変
心
強
く
感
じ

嬉
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
ご
ざ
い
ま

す
。
母
校
は
生
徒
の
教
育
環
境
の

向
上
の
た
め
、
毎
年
施
設
設
備
の

充
実
を
計
っ
て
参
り
ま
し
た
。
長

い
伝
統
の
力
を
生
し
て
発
展
し
て

い
く
姿
を
、
是
非
一
度
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
で
に
な
っ
て
ご
見

学
下
さ
い
。
昔
を
懐
か
し
み
な
が

ら
応
援
し
て
頂
け
れ
ば
、
先
生
方

も
後
輩
達
も
更
に
元
気
が
出
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
理
事
長
先
生
方
を
は
じ
め
と
す

る
先
生
方
に
は
昨
今
の
教
育
界
を

取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
、
将
来
有
望
な
卒
業
生
を
多
数

お
育
て
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
が
一
世
紀
に
も
及
ぶ
長
い

伝
統
に
培
わ
れ
た
教
育
理
念
を
堅

持
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界

で
、
更
な
る
創
造
的
発
展
を
成
し

遂
げ
る
意
気
込
み
を
先
生
方
の
教

育
活
動
か
ら
感
じ
取
り
、
そ
の
効

果
は
生
徒
数
に
表
れ
、
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
も
脈
々
と
東
工
精

神
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と

安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
新
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
本
会
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
入
学
直
前
ま
で
の
校
名「
東
京

工
業
高
等
学
校
」
で
、
今
回
の
卒

業
式
を
数
え
ま
す
と
、
六
十
三
回

目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
回
数
に
神

田
時
代
の「
東
京
工
科
」「
東
京
工

業
学
校
」
の
卒
業
式
を
加
え
ま
す

と
、
約
一
世
紀
と
い
う
長
い
年
月

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
母
校
は
大
勢
の
優
秀

な
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、

高
い
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。
こ

の
時
々
の
年
代
の
卒
業
生
が
古
く

は
神
田
時
代
か
ら
、
校
名
に
ち
な

み
、
尚
か
つ
互
い
に
慣
れ
親
し
ん

で
分
か
ち
合
え
る「
東
工
」
と
い

う
言
葉
を
、
愛
着
を
込
め
て
冠

に
つ
け
た
、「
東
工
学
園
同
窓
会
」

の
も
と
に
参
集
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
本
会
は
母
校
と

五
万
有
余
の
卒
業
生
の
長
い
伝
統

と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
毎
年
世
代
を
超
え
て
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
同
窓
会
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
も
、
や
す
ら
ぎ
と
活

力
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

ま
ず
事
始
め
に
、
各
期
か
ら
大
勢

の
先
輩
諸
兄
が
集
ま
っ
て
く
る
五

月
の
総
会
に
お
友
達
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
本
会
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
若
い

卒
業
生
の
加
入
に
よ
っ
て
年
代
を

超
え
た
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
り

ま
し
て
精
神
的
な
支
え
と
な
る
よ

う
な
会
運
営
に
励
み
、
皆
様
と
共

に
母
校
を
支
え
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
最
後
に
同
窓
会
の
貴
重
な
財
源

の
一
つ
で
あ
る
維
持
会
費
を
昨
年

同
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご

協
力
と
総
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 『
総
会
に
参
加
し
て
絆
を
強
く
』

　
　
　
同
窓
会
長
　
町
田
廣
安（
工
高
七
期
）
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― ご協力をお願いします ―

5月13日（金）までにご返信ください。
本号に添付のハガキは、同窓会定時総会の出欠席
と共に、会員調査の実施も兼ねています。どうぞ
必要事項を記入のうえ、ご返送くださいますよう
お願いします。

【問合せ先】
〒 153-8508　目黒区駒場1-35-32　

　　　　　　東工学園同窓会
TEL 03-3467-2140  FAX 03-3467-2245

平
成
23
年

4
月
21
日（
木
） 	

同
窓
会
誌（
71
春
号
）発
行

4
月
25
日（
月
）	

第
１
回
運
営
委
員
会（
母
校
）

　
　
※
　
　
　
　
　	

第
33
回
同
窓
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
延
期
で
す

5
月
21
日（
土
）	

第
2
回
運
営
委
員
会（
母
校
）

			




第
１
回
常
任
幹
事・幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
時
総
会・（
母
校
ア
リ
ー
ナ
）

6
月			


赤
倉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー	

6
月
24
日（
金
）	

第
3
回
運
営
委
員
会（
母
校
）

7
月
31
日（
日
）　　
　
第
43
回
理
事
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
前
夜
祭（
赤
倉
寮
）

8
月
1
日（
月
）　	

第
43
回
理
事
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
松
ヶ
峯
）

9
月
1
日（
木
）　　
　
同
窓
会
誌（
72
秋
号
）発
行

9
月
17
日（
土
）

　
　
18
日（
日
） 	

日
駒
祭（
同
窓
会
喫
茶
）

9
月
17
日（
土
）	

第
29
回「
生
涯
学
習
の
集
い
」講
演

10
月
8
日（
土
）	

第
４
回
運
営
委
員
会（
母
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
常
任
幹
事
、幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
校
１
０
０
周
年
記
念
ホ
ー
ル

平
成
24
年

2
月
6
日（
月
）	

三
会
合
同
新
年
会

			




（
後
援
会・東
工
会・同
窓
会
）

　
　
　
　
　
　

 	

第
5
回
運
営
委
員
会

2
月
23
日（
木
）	

新
同
窓
会
会
員
幹
事
会

			




（
23
年
度
卒
業
生
64
期
）

3
月
4
日（
日
） 	

第
64
回
高
等
学
校
卒
業
式

3
月
17
日（
土
） 	

第
6
回
運
営
委
員
会

会 員 調 査 ◆卒業生数累計表◆
     事務局のしらべでは、
     卒業生は約５１，４５８名おります。

　工科・高等工科学校	 	 ９,４５４名　
　
工業学校

	 　　　　 昼間部	 ２,１４６名　
	 	 　　　　 夜間部		 　 ８３２名　
　　　	 　　　　 全日制　　　  ３６,４４２名
　工業高校　　　　　　（～60回）　　　　　　　　　　
　　　　　 	 　　　　 定時制        　　１,２５５名　
　駒場高校	 　　　　　　  　　 　 ８１４（３１）名　
　駒場高校 63回（22年度）卒	  　　５１５（４３）名　
　     総　　　計	 　　  ５１,４５８（７４）名　

（平成 23年 3月同窓会事務局調査）

平
成
23
年
度
活
動
計
画

平成22年度　決算報告（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

収入の部
　科　　目　　　22年度予算額　　　22年度決算額　　　 増　減
 前年度繰越金　　 2,403,224　　　　2,403,224	  　     0
 通常会費	　　　  12,372,000　　 　13,599,000　　　1,227,000
 維持会費	　　　　 1,200,000　　　　1,033,000　  　△ 167,000
 基金運用益	 　 10,000	   447,035　　　   437,035
 雑収入	 　　　　　　 　　  0	  　　 　  0	   　　  0
　合　　計　　　15,985,224　　　 17,482,259　　   1,497,035	

支出の部

貸借対照表
	 資産の部				    負債の部	
　　科　目	 金　額	 　　　　科　目	 　　　　金　額

【流動資産】		       【流動負債】	
 現金・預金　　  20,943,632　  会費前受金　　      　 3,231,000
 有価証券　　　  60,540,345　  名簿関係預り金     　  1,048,039
			   　   100 周年事業費            500,000
 流動資産合計　  81,483,977　  負債の部合計　          4,779,039

【固定資産】		           　　　　　　資本の部
			   　　　同窓会基金	 　　  72,000,000
			   　　　次期繰越金	   　 　 4,704,938
 固定資産合計	 　　 　　0　　資本の部合計　　    76,704,938
 資産の部合計　  81,483,977　負債・資本の部合計　 81,483,977

　科 　  目　　  22年度予算額         22年度決算額         　増　減
会議費	 　　　    	  900,000　　　　 751,968         △ 148,032
需要費	 　　       1,070,000	  781,825         △288,175
事業費	 　　       6,270,000           6,073,437　      △196,563
親睦費	 　　       1,190,000　 　　　 958,903　      △231,097
学校行事費          2,500,000           2,211,188　     △ 288,812

　小　   計　　   11,930,000         10,777,321     △ 1,152,679
同窓会基金 　　　2,000,000           2,000,000　  　              0
予備費	 　　      2,055,224	 　 　　  0      △ 2,055,224
収支差額		 　　　　0            4,704,938        4,704,938

　合　　計　 　  15,985,224      　17,482,259 　　  1,497,035

上記平成 22 年度決算について厳正な監査を実施し、公正なもので
あることを確認しました。
				    平成 23 年 4 月 9 日
				    会計監事　服部　武司

				    　　　　　早川　貞治
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《　ご　注　意　》
　会員のみなさまへ　会誌の本欄でたびたびご案内してまいりましたが、同窓会『会員名簿』が、いろいろな業者に勝手に使われて
いるようです。このことについては、会員のみなさまから再三にわたって同窓会事務局へ問い合わせや、時にはお叱りの電話を頂戴し
てまいりました。商品の販売に類することや、各種の勧誘、それに近ごろでは、いかにも同窓生が主催あるいは関与しているかのよう
な表現で、名簿の刊行や出版媒体への広告掲載の依頼などが行われておりまして、同窓会としても、本当に困っております。
　『会員名簿』の頒布については、同窓会事務局におきましては注意深く対応してきました。名簿は、それを利用する目的の業者など
第三者への販売は一切しておりません。
　同窓会が行うことは、本会誌で必ずご案内いたします。また、万一これに間に合わない場合は、同窓会の主催であることをしっかり
と明記して、まちがいのないように充分注意いたします。どうか事情をご賢察下さって、何分にもご用心のほど、お願い申しあげます。

★
佐
久
間
　
清
登
氏（
業
夜
11
Ａ
）

　
私
、
地
元
、
相
馬
市
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
ま

す
。
史
跡
、
馬
陵
公
園
を
初
回
は

７
月
17
日
、
最
終
回
は
９
月
２
日

と一日
一度
に
40
名
ほ
ど
を
計
12
回

ご
案
内
し
ま
し
た
。
企
画
は
東
京

バ
ス
旅
行
セ
ン
タ
ー
と
あ
っ
て
都

内
の
お
客
様
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

こ
の
様
に
私
は
昨
今
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、
少
し
で
も
人
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

例
年
に
な
い
猛
暑
の
中
、
体
力
的

に
心
配
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ポ
カ
リ
水
を
飲
み
な
が
ら
無

事
や
り
通
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

満
足
感
と
す
が
す
が
し
さ
は
仲
々

得
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

★
長
土
居
　
利
夫
氏（
業
夜
11
Ｂ
）

　
光
陰
矢
の
如
し
、
早
や
八
十
路

の
後
半
に
入
り
、
恒
例
の
ク
ラ
ス

会
に
欠
席
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な

い
。
今
回
佐
久
間
清
登
氏
の
企
画

で
健
脚
組
鬼
頭
氏
、
佐
久
間・
田

村
喜
志
夫
妻
と
私
共
ラ
ッ
キ
ー
セ

ブ
ン
が
母
校
赤
倉
山
荘
へ一泊
旅
行

す
る
こ
と
に
な
り
紅
葉
を
楽
し
み

に（
紅
葉
は
少
し
早
か
っ
た
）
10
月

13
～
14
日
で
実
施
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
赤
倉
山
荘
の
素
晴
ら
し
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
、

若
け
れ
ば
女
房
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
が
出
来
た
と
思
う
と
残
念
で

す
が
、
学
界
に
も
誇
れ
る
日
本
工

業
大
学
で
す
。
当
日
の
状
況
に
つ

い
て
は
佐
久
間
氏
の
寄
稿
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

★
竹
腰
　
唯
雄
氏（
業
夜
11
Ｂ
）

　

今
年
は
例
年
と
ち
が
い
猛
暑
の

連
続
に
て
私
達
老
い
の
身
に
は
堪
え

ま
し
た
。
昨
年
は
体
調
悪
く
出
席

出
来
ず
残
念
で
し
た
。
今
年
こ
そ

は
と
張
り
切
っ
て
居
り
ま
し
た
が
い

ま
だ
、
足
腰
の
具
合
悪
く
残
念
で

す
が
欠
席
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
学

生
時
代
を
振
り
か
え
れ
ば
昭
和
20

年
は
卒
業
と
東
京
大
空
襲
、
終
戦

と
目
ま
ぐ
る
し
い
、
皆
良
く
頑
張
っ

た
。
三
宅
坂
の
満
開
の
桜
の
坂
道
、

歌（
誰
か
故
郷
を
想
は
ざ
る
）
の
夜

桜
の
下
を
今
は
亡
き
本
間
秀
治
君

と
歌
い
乍
ら
歩
い
た
想
い
出
が
脳
裏

に
走
り
書
い
て
み
ま
し
た
。
東
工

健
児
の
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

老
い
て
こ
そ
青
春
頑
張
り
ま
す
。

★
小
林
　
秀
雄
氏（
業
夜
12
Ｂ
）

　
ハ
十
路
の
半
ば
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
は
思
い
出
深
い
昭
和
20
年
終

戦
の
３
月
。
私
は
昼
間
は
勤
務
し

な
が
ら
夜
間
の
学
業
、
少
々
大
変

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方

の
教
え
は
温
か
く
励
み
の
糸
口
と

な
り
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く

感
じ
ま
す
。
お
陰
様
に
健
康
に
恵

ま
れ
元
気
な
こ
と
を
感
謝
し
て
居

り
ま
す
。

★
阿
部
　
昌
信
氏（
業
定
２
土
木
科
）

　
日
駒
祭
の
ご
盛
会
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

★
島
田
　
三
男
氏（
業
定
24
建
築
科
）

　

毎
回
会
誌
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昭
和
47
年
定
時
制
建
築

科
卒
業
し
て
38
年
間
元
気
で
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。
眠
い
目
を
こ

す
り
こ
す
り
授
業
を
受
け
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
4
年
間
努
力
し

た
か
い
が
あ
り
健
康
で
工
務
店
経

営
も
順
調
で
す
。

★
渡
辺
　
馨
氏（
工
業
５
Ｂ
）

　
会
誌
で（
５
Ａ
）大
窪
、（
10
Ｂ
）森
、

（
12
Ａ
）
百
瀨
各
氏
の
訃
報
を
知

り
ま
し
た
。
３
氏
共
私
と
同
じ
会

社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
大

窪
君
に
は
私
共
の
設
計
し
た
製
品

の
各
種
、
検
査
、
試
験
で
大
変
お

世
話
に
成
り
ま
し
た
。
私
的
に
は

渋
谷
で
観
映
、
飲
食
を
共
に
し
ま

し
た
。
森
君
は
同
じ
設
計
部
門
で

し
た
が
何
か
と
部
の
人
気
者
で
し

た
。
百
瀨
君
に
は
小
生
停
年
後
再

就
職
し
た
小
会
社
在
任
中
、
取
引

の
関
係
で
よ
く
お
伺
い
し
ま
し
た

が
、
よ
く
面
倒
を
見
て
頂
き
ま
し

た
。
改
め
て
３
氏
の
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
な
お
戦
時
中
、
私

の
所
属
し
て
い
た
設
計
課
に
若
杉

源
太
郎
君（
工
業
６
Ａ
）
吉
岡
寛
君

（
工
業
８
Ａ
）
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
本
年
5
月
近
所
に
在
住
の
沢

孟
君（
８
Ｂ
）
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

★
大
原
　
信 

一 

郎
氏（
工
業
６
Ａ
）

　

私
は
今
腰
痛
が
ひ
ど
く
毎
日
近

く
の
接
骨
院
で
電
気
治
療
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
腰
部
に
湿
布
薬
を

塗
っ
て
サ
ラ
シ
で
何
重
に
も
巻
い
て

も
ら
い
帰
宅
す
る
状
況
で
す
。
足

も
膝
か
ら
下
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、

歩
く
の
も
大
変
で
す
。
休
み
休
み

歩
い
て
い
る
訳
で
す
。
特
に
暑
さ

に
は
弱
く
出
か
け
ま
せ
ん
。
私
は

５
月
生
ま
れ
の
為
、
米
寿
を
過
ぎ
、

89
歳
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
無

理
な
い
か
も
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
歩
け
る
間
は
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

※
妻
富
美
子
は
６
年
間
板
橋
の
記

念
病
院
に
入
院
し
て
お
り一人
暮
ら

し
が
６
年
間
続
い
て
お
り
、
買
物
、

炊
事
、
洗
濯
を
し
て
お
り
ま
す
。

★
關
　
正
男
氏（
工
業
６
Ｂ
）

　
軽
微
の
胸
膜
炎
に
て
療
養
の
た
め

日
駒
祭
、
常
任
幹
事・
幹
事
会
を
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
の
益
々
の

隆
盛
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

★
高
井
　
久
勝
氏（
工
業
８
Ｂ
）

　

生
涯
現
役
！
そ
ん
な
積
り
で
は

な
か
っ
た
が
昭
和
16
年
12
月
に
東

工
を
戦
時
繰
上
げ
卒
業
と
な
り
昭

和
17
年
１
月
よ
り
当
社・
高
井
精

器
に
勤
務
。
勤
続
68
年
と
な
り
ま

す
が
、
平
成
８
年
中
国
上
海
に
進

出
。
今
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進

出
、
中
小
企
業
な
が
ら
国
内
空
洞

化
対
策
に
腐
心
し
、
生
涯
現
役
続

行
と
な
り
そ
う
な
状
況
で
す
。

★
雑
賀
　一 

郎
氏（
工
業
８
Ｃ
）

　
５
月
15
日
、
22
年
度
同
窓
会

定
時
総
会
に
出
席
、
級
友
の
菅

原
、
斎
藤
、
狩
野
君
ら
と
久
し

ぶ
り
に
再
会
、
同
窓
会
の
盛
況

に
浸
り
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
互
い
八
十
路
半
ば
に
達

し
、
工
業
卒
業
後
70
年
の
歳
月

を
越
え
た
今
も
こ
う
し
て
元
気

に
会
え
る
喜
び
に
感
謝
し
、
今

後
も
悔
い
の
な
い
余
生
を
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
母
校
並

び
に
同
窓
会
々
員
各
位
の
ご
発

展
、
ご
清
祥
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

★
菅
原
　
俊
良
氏（
工
業
８
Ｃ
）

　

暑
さ
に
も
何
と
か
頑
張
り
、
元

気
で
す
。

★
藤
田
　
勲
氏（
工
業
８
Ｃ
）

　
４
月
に
腹
部
大
動
脈
瘤
の
除
去

と
人
工
動
脈
挿
入
の
手
術
を
行
い

ま
し
た
。
前
よ
り
は
体
力
の
衰
え

を
感
じ
ま
す
が
元
気
を
回
復
致
し

ま
し
た
。
近
所
を
散
策
し
た
り
し

て一層
の
健
康
を
目
指
し
て
居
り
ま

す
。
同
窓
会
、
幹
事
会
に
は
出
席

す
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
。
大
動

脈
瘤
手
術
後
の
体
力
回
復
に（
リ
ハ

ビ
リ
）
努
力
し
て
居
り
ま
す
。

★
石
川
　
誠 

一 

氏（
工
業
９
Ｂ
）

　

冬
の
季
節
の
到
来
で
す
。
今
年

の
夏
の
猛
暑
が
嘘
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
相
変
わ
ら
ず
、
ご
く
自
然
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ご
く
自
然
に

体
力
が
落
ち
ま
し
た
が
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
な
ん
と
か
続
け
て
い
ま
す
。

あ
と一年
位
は
や
れ
る
か
な
…
。
母

校
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し

ま
す
。

★
三
代
川
　
清
造
氏（
工
業
10
Ｃ
）

　

約
70
年
前
近
く
の
友
人
の
消
息

を
知
り
大
変
懐
か
し
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
私
は
幸
に
も
病
弱
な

が
ら
、
元
気
で
現
在
迄
生
き
て
参

り
毎
日
適
度
の
運
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。

★
増
田
　
進
氏（
工
業
11
Ａ
）

　

記
録
的
酷
暑
に
日
夜
耐
え
て
居

り
ま
す
。
学
園
の
ご
発
展
を
祈
っ

て
居
り
ま
す
。

★
内
藤
　
梅
吉
氏（
工
業
11
Ａ
）

　

昨
年
４
月
と
今
年
９
月
２
回
入

院
、
投
薬
生
活
療
養
の
昨
今
で
す
。

83
才
。
東
工
学
園
の
ご
発
展
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。
同
窓
会
に
出
席

出
来
な
い
事
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

「
日
本
の
発
展
は
科
学
し
か
な
い
」

ノ
ー
ベ
ル
受
賞
学
者
の
声
、
重
く

受
け
止
め
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
員
消
息
平
成
22
年
9
月
～

　

23
年
3
月
）
Ⅰ
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ミ
ニ
同
窓
会

　
　
　

紅
葉
狩

平
成
22
年
10
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　

  

東
工
学
園 

赤
倉
山
荘

　

妙
高
高
原
の
紅
葉
を
心
に
画

き
、
ミ
ニ
同
窓
会
を
平
成
22
年

10
月
13
日
東
工
学
園
赤
倉
山
荘

で
開
き
ま
し
た
。
出
席
者
4
名

＋
３
名
、
こ
れ
又「
ミ
ニ
」
で
し

た
。
赤
倉
山
荘
は
東
京
駅
か
ら

3
時
間
余
の
と
こ
ろ
に
在
り
ま

す
。
旅
装
を
解
い
て
、
先
づ
、

入
浴
、
広
々
と
し
た
浴
室
、
浴

槽
は
直
径
5
～
6
ｍ
の
半
円
形
、

源
泉
が
ド
ボ
、
ド
ボ
、
ド
ボ
と

湯
面
を
た
た
き
山
荘
の
雰
囲
気

は
申
し
分
な
い
も
の
で
し
た
。

　

さ
さ
や
か
な
酒
宴
が
進
む
に

つ
れ
て
思
い
出
し
ま
し
た
。
思

い
出
し
ま
し
た
。
神
田
錦
町
の

あ
り
し
日
の
校
舎
を
。
5
階
建

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に

3
階
建
の
木
造
、
水
洗
便
所
、

ス
チ
ー
ム
暖
房
、
当
時
と
し
て

は
進
ん
で
い
た
ん
だ
な
ー
。
建

物
が
立
ち
並
ぶ
向
う
に
は
神
保

町
の
交
差
点
が
見
え
ま
し
た
。

　

学
士
会
館
、
共
立
講
堂
だ
け

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
し
た
。
翌
14
日
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
で
妙
高
山
中
腹
の
終
着

駅
ま
で
登
り
散
策
、紅
茶
、コ
ー

ヒ
ー
。
野
尻
湖
も
遠
望
で
き
ま

し
た
。

　

紅
葉
は
山
ぶ
と
う
、
山
う
る

し
だ
け
が
色
づ
き
、
他
は
こ
の

夏
の
猛
暑
に
だ
ま
さ
れ
て
、
ま

だ
緑
で
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

で
下
山
、
下
田
寮
で
の
再
会
を

約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

赤
倉
山
荘
は
立
派
な
建
物
で

す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ん
も
一
度

で
い
い
か
ら
見
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
記　

佐
久
間
清
登
）

東
工
10
期
会

平
成
22
年
10
月
25
日

　
　
　
　
　
　

西
荻
　
さ
い
炉

　

東
工
10
期
会
名
物
幹
事
谷

口
君
死
去
す
。
9
月
10
日
通
夜

当
日
8
人
参
加
し
て
賑
や
か

に
送
っ
て
あ
げ
る
。
こ
れ
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
行

く
年
頃
な
の
で
く
れ
ぐ
れ
も

健
康
に
注
意
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

　

早
速
新
陣
容
に
て
10
月
25
日

（
月
）
午
後
5
時
よ
り
今
回
は

従
来
の
西
荻
定
席「
吾
作
」
よ

り「
さ
い
炉
」
に
変
更
し
て
気

分
一
心
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

し
ま
し
た
。
今
回
は
渡
辺
君
の

つ
き
そ
い
も
同
伴
し
て
10
名
、

従
来
以
上
に
盛
り
上
り
時
間
の

経
つ
の
も
早
い
事
で
し
た
。

　

私
達
の
会
は
昭
和
60
年
発
足

以
来
、
20
数
年
、
ゴ
ル
フ
、
旅

行
、
食
事
会
、
新
年
会
、
忘
年

会
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
日

一
日
を
感
謝
し
て
大
事
に
過
ご

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
12
月
6
日（
月
）
忘

年
会
を
予
定
。

　

全
員
楽
し
み
を
胸
に
午
後
8

時
頃
散
会
。

　

参
加
者

　
　

川
村　

後
藤　

薩
川

　
　

石
川（
清
）
小
野
塚　

　
　

安
井　

村
田　

渡
辺　

　
　

同
伴（
女
）

　
　
　
　
　
（
記　

野
島
隆
由
）

　
　

工
業
11
期
同
期
会

 

平
成
22
年
9
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭

　

 

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
に
て

平
成
22
年
9
月
23
日（
木
）
午

後
12
時
30
分
か
ら
15
名
が
参
加

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

南
京
玉
簾
な
ど
の
か
く
し
芸

も
飛
び
出
し
、
和
や
か
な
宴
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は

Ａ
組　

飯
嶋
治
雄　

飯
塚
靖
次

　
　
　

大
澤
幸
三　

小
野
恵
司

　
　
　

増
田　

進　

瀧
川　

廣

Ｂ
組　

浅
井
恒
郎　

小
原
有
世

　
　

大
和
田
義
男　

関
徳
太
郎

Ｃ
組　

小
関
茂
行　

小
柴
常
雄

　
　
　

西
崎
主
計　

宮
内
好
勝

　

森
谷
誠
一
郎
の
15
名
で
し
た
。

　

今
回
を
も
ち
ま
し
て
、
11
期

会
は
全
員
82
歳
を
越
え
る
高
齢

の
た
め
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

次
回
か
ら
は
各
組
の
有
志
に
よ

る
同
窓
会
開
催
と
な
り
ま
す
。

  　

幹
事　

Ａ
組　

瀧
川　

廣

 

工
高
14
期
Ｉ
組

 

平
成
22
年
9
月
18
日

　

同
窓
会
室
と

　
　

 　

和
民（
渋
谷
店
）

　

今
回
は
日
駒
祭（
学
校
）
で

の
集
合
と
成
り
、
駒
場
東
大
前

の
駅
に
降
り
ま
し
た
。
昔
の
風

景
も
す
っ
か
り
変
わ
り
人
の
流

れ
に
添
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、

あ
の
関
所
の
東
工
坂
も
無
く
、

広
い
門
で
新
し
い
校
舎
が
建
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

早
速
4
階
の
同
窓
会
室
に
着

い
た
所
、
飲
物
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
7
名
で
ミ
ニ
ク

ラ
ス
会
が
始
ま
り
、
小
野
元
校

長
先
生
や
池
田
謙
三
先
生
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
近
況
報
告
な

ど
話
し
が
大
変
盛
り
あ
が
り
ま

し
た
。

　

東
工
を
後
に
し
、
懇
親
会
場

の
和
民（
渋
谷
）
に
移
動
し
て
ク

ラ
ス
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
出

席
予
定
の
武
田
文
男
君
が
4
日

前
に
急
に
亡
く
な
っ
た
と
の
連

絡
を
受
け
、全
員
で
冥
福
を
祈
っ

て
、
黙
祷
を
致
し
ま
し
た
。
健

康
や
病
気
の
話
題
か
ら
始
ま
り
、

出
席
者
の
近
況
や
欠
席
者
の
一

言
メ
モ
の
報
告
、
昔
の
思
い
出

話
し
等
、
あ
っ
と
云
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
2
年
後
、
卒
業
し
て

50
年
の
節
目
と
成
る
の
で
、
泊

ま
り
掛
け
で
行
こ
う
と
提
案
が

あ
り
、
計
画
す
る
事
に
致
し
ま

し
た
。
次
回
の
参
加
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
又
、
同
窓
会
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
成
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

当
日
の
参
加
者

　

小
野
幹
郎
先
生

　

池
田
謙
三
先
生

　
　

青
木　

忠　

井
波
義
昭

　
　

内
山
重
昭　

大
野
紘
一

　
　

大
野　

豊　

日
下　

攻

　
　

清
水
昭
夫　

清
水　

弘　

　
　

田
鹿
輝
男　

米
山
正
男

　
　
　
　
　
（
記　

清
水
昭
夫
）

ク
ラ
ス
会
等
報
告（
壱
）
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工
業
12
期
会

 

平
成
22
年
10
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　

上
野
御
徒
町
　
池
田
屋

　

今
年
は
工
業
卒
業
65
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
迄
の
同
期
会
を

振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
卒
業
か
ら
同
26
年

ま
で
は
同
窓
会
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
同
26
年
に「
新
宿

雀
の
お
ぢ
さ
ん
」
に
て
今
は
な

き（
敬
称
略
）
久
保
田
・
古
川
・

佐
崎
・
堀
田
の
諸
先
生
を
お
迎

え
し
て
約
20
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
時
24
才
で
す
。
次
は
平

成
7
年
に
駒
場
高
校
内
食
堂
に

て
大
川
先
生
・
佐
崎
先
生
、
御

出
席
に
て
21
名
67
才
で
し
た
。

其
の
後
、
学
園
同
窓
会
に
て

11
期
は
毎
年
、
会
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
き
ま
し
て
、
12
期

も
と
の
こ
と
で
、
11
期
・
12
期

の
合
同
同
窓
会
を
行
な
い
ま
し

た
。
11
期
先
輩
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

左
表
の
よ
う
な
同
期
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
全
員
が
80
歳
代

を
越
え
た
余
名
の
時
代
に
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
年
々
出
席
者

　

１　

上
野
弥
生
会
館　

平
成
10
年
7
月　

29
名

　
　
　
　
　
　
　

70
才（
古
稀
）
大
川
理
事
長
御
出
席　

　

2　

上
野
池
の
端
伊
豆
栄　

平
成
11
年
11
月　

24
名

　
　
　
　
　
　
　

71
才
昭
和
天
皇
、
緑
の
ウ
ナ
ギ
料
理
店

　

3　

上
野
池
の
端
伊
豆
栄　

平
成
12
年
11
月　

25
名

　
　
　
　
　
　
　

72
才
大
川
理
事
長
御
出
席

　

4　

高
田
馬
場
ビ
ッ
グ
ボ
ッ
ク
ス　

平
成
13
年
10
月　

20
名　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

73
才　

駅
前
二
分

　

5　

霞
ヶ
関
ビ
ル
東
京
会
館　

平
成
14
年
10
月　

14
名

　
　
　
　
　
　
　

74
才　

36
階
見
晴
ら
し
最
高

　

6　

上
野
池
の
端
伊
豆
栄　

平
成
15
年
10
月　

20
名

　
　
　
　
　
　
　

75
才　

8
階
洋
間

　

7　

浅
草
神
谷
バ
ー　

平
成
16
年
10
月　

28
名　

76
才

　
　
　
　
　
　
　

電
気
ブ
ラ
ン
で
有
名
、
酔
客
続
出

　

8　

上
野
御
徒
町
池
田
屋　

平
成
17
年
10
月　

24
名

　
　
　
　
　
　
　

77
才　
（
喜
寿
）
御
徒
町
駅
一
分

　

9　

神
保
町
新
世
界
飯
店　

平
成
18
年
10
月　

16
名

　
　
　
　
　
　
　

78
才　

神
田
校
舎
見
学
、

	
           

町
田
同
窓
会
長
御
出
席

　

10　

上
野
山
下
蓬
莱
閣　

平
成
19
年
10
月　

17
名

　
　
　
　
　
　
　

79
才　

幹
事
会
、
定
席
店（
低
価
格
）

　

11　

駒
場
高
校
見
学　

平
成
20
年
10
月【
百
周
年
】
11
名

　
　
　
　
　
　
　

80
才（
傘
寿
）

　
　
　
　
　
　

   

大
森
校
長
よ
り
百
周
年
記
念
の
卓
話

	

　
　
　

 

を
戴
く

　

12　

上
野
御
徒
町
池
田
屋　

平
成
21
年
10
月　

13
名

　
　
　
　
　
　
　

81
才　

駅
一
分
、
吉
池
2
階
、

　
　
　
　
　
　
　

交
通
便
利

　

13　

上
野
御
徒
町
池
田
屋　

平
成
22
年
10
月　

10
名

　
　
　
　
　
　
　

82
才　

駅
一
分
、
吉
池
2
階
、

	

　
　
　

 

交
通
便
利

　

今
年
も（
２
０
１
０
年
）
残
す

所
一
カ
月
と
な
り
、
竹
内
先
生

を
は
じ
め
8
名
程
の
参
加
で
元

気
な
笑
顔
が
揃
い
ま
し
た
。
話

題
は
や
は
り
健
康
第
一
で
尾
久

会
員
の
話
に
な
り
一
日
も
早
い

回
復
を
全
員
が
祈
る
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
両
親
の
介

護
の
話
に
も
な
り
必
ず
自
分
も

そ
の
立
場
に
来
る
事
等
、
お
互

い
に
知
恵
を
出
し
話
に
な
り

ま
し
た
。
各
個
人
の
近
況
報

告
、
楽
し
さ
と
笑
い
で
花
が
咲

き
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
が

過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
来
年

（
２
０
１
１
年
）も
元
気
に
お
会

い
出
来
る
事
を
予
約
致
し
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
ご
参
加
の
方
々
お
忙
し
い
所

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
記　

幹
事　

横
溝
尚
行
）

  

工
高
16
期

　 

忘
年
同
窓
会

 

平
成
22
年
11
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　

新
橋
酒
処 

朱
舟

　

9
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

の
1
泊
2
日
の
両
日
に
栃
木
県

の
鬼
怒
川
温
泉
に
て
19
期
Ｏ
組

の
仲
良
し
同
級
生（
三
森
・
小

川
・
大
内
田
・
大
久
保
・
酒
井
・

佐
藤（
忠
））
6
人
と
Ｍ
組
の
大

平
君
と
の
同
期
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
43
年
振
り
の
再
会
に
最

初
は
そ
れ
ぞ
れ
話
し
が
途
切
れ

が
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
当
時

の
高
校
生
の
顔
に
戻
り
、
楽
し

い
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、「
お
互
い
に
体
に

気
を
付
け
る
」
事
を
、
合
言
葉

に
次
回
の
再
会
を
楽
し
み
に
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
（
記　

幹
事　

三
森
寿
雄
）

 

工
高
19
期
Ｏ
・

　
　

Ｍ
組
同
期
会

平
成
22
年
9
月
11
～
12
日

　
　
　
　
　
　
　

鬼
怒
川
温
泉

も
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
が

何
と
か
毎
年
続
け
て
行
き
た
く

思
っ
て
お
り
、
毎
日
が
感
謝
の

日
々
で
有
難
く
生
か
し
て
戴
い

て
居
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
毎
回
学
校
事
務
局

に
は
御
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

　
　
　
　
　

12
期
Ａ
Ｂ
Ｃ
幹
事

●クラス会をお手伝いします●
クラス会・ＯＢ会・同期会を開催するときは、同窓会事務局に連絡して下さい。
幹事さんに代わって皆様に往復葉書をお出しします。葉書代は無料です。

（幹事さんには、葉書の原稿をお願い致します。）また、打ち合わせ場所が必要なら母校をご利用下さい。
出来れば、クラス会の雰囲気を簡単で結構ですから、原稿にまとめて頂いて、写真も同封して事務局に
ご送付下さい。同窓会誌に掲載いたします。

　《ご連絡は同窓会事務局まで》
TEL（03）3467-2140・FAX（03）3467-2245
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★
大
熊
　
誠 
一 
氏（
工
業
11
Ｂ
）

　
私
は
昭
和
20
年
３
月
、
東
京
工

業
学
校
を
卒
業
し
、
4
月
か
ら
立

川
市
に
あ
っ
た（
旧
）
陸
軍
第
七
航

空
技
術
研
究
所
に
就
職
し
た
。
仕

事
は
航
空
機
用
金
属
材
料
の
発
光

分
析
の
研
究
で
あ
っ
た
。
立
川
市

に
は（
旧
）
陸
軍
の
航
空
基
地
が
あ

っ
た
の
で
、
軍
隊
が
駐
屯
し
、
そ

し
て
飛
行
場
や
第
一
か
ら
第
八
ま

で
の
航
空
技
術
研
究
所
、
巨
大
な

（
旧
）
陸
軍
航
空
工
廠
な
ど
が
あ

っ
た
。
立
川
市
は
６
月
の
あ
る
日

の
昼
間
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
Ｂ
29

に
よ
る
大
規
模
な
空
襲
を
う
け
た

が
、
そ
の
時
低
空
で
侵
入
し
て
き

た
Ｂ
29
の
機
体
腹
部
が
開
き
、
そ

れ
よ
り
爆
弾
の
投
下
さ
れ
て
く
る

の
が
見
え
た
。
そ
こ
で
私（
共
）
は

急
い
で
第
七
研
究
所（
研
究
所
は
す

べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
２
階
建
）

の
外
側
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
防
空

壕
に
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の

直
後
研
究
所
の
２
階
部
分
に
爆
弾

の一つ
が
命
中
し
た
。物
凄
い
爆
風
、

建
物
の
破
片
、
土
砂
弾
片
な
ど
が

防
空
壕
内
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

そ
の
時
私
の
右
隣
に
い
た
所
員
は

負
傷
し
た
。
全
く
恐
ろ
し
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
30
有
余
年
後
、
私
は
50

才
に
な
っ
た
時
、
縁
あ
っ
て
、
あ
る

国
立
研
究
所
を
退
職
し
て
、
そ
の

前
年
、
都
心
か
ら
八
王
子
市
に
移

動
し
て
い
た
東
京
薬
科
大
学
へ
転

職
し
た
。
そ
こ
で
私
は
住
居
を
都

心
よ
り
日
野
市
に
移
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
そ
し
て
買
物
に
便
利

な
立
川
市
へ
行
く
度
に
昔
の
研
究

所
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

★
小
柴
　
常
雄
氏（
工
業
11
Ｃ
）

　

会
員
消
息
の
自
分
よ
り
歳
上
の

人
達
の
覧
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
を

つ
く
づ
く
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
前
立
腺
ガ
ン
、
治
療
中
。
年

輩
者
と
し
て
若
い
人
に
伝
え
る
役
目

（
例
え
ば
戦
争
体
験
）
も
感
じ
て

い
ま
す
。

★
駒
田（
旧
姓
鈴
木
）好
二
氏（
工
業
12
Ｃ
）

　

卒
業
し
て
65
年
、
自
分
で
は
元

気
な
心
算
で
も
体
力
は
少
し
ず
つ

低
下
、
海
外
旅
行
も
止
め
ま
し
た
。

会
報
で
は
先
輩
多
数
が
お
元
気
な

事
を
伺
い
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

★
遊
佐
　
勝 

一 

氏（
工
業
14
Ａ
）

　

毎
回
同
窓
会
誌
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
同
窓
会
室
の
皆
様
の

御
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

★
中
村
　
清
定
氏（
工
業
15
Ａ
）

　

毎
回
同
窓
会
誌
を
お
送
り
下
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
で
元
気
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
自
営
業
で
料
理
用
金
物
道
具

を
製
造
販
売
致
し
て
居
り
ま
し
た

が
、
今
年
８
月
に
80
才
に
な
り
ま

し
た
。
事
業
の
方
は
倅（
東
工
学
園

卒
）
に
任
せ
、
趣
味
の
旅
行
や
社

交
ダ
ン
ス
を
し
て
過
ご
し
て
居
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
様
も
お
元
気
に
過

ご
さ
れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
ま
す
。

★
石
鍋
　
健
氏（
工
高
２
Ｂ
）

　

今
年
は
い
つ
ま
で
も
暑
く
て
生

活
す
る
う
え
で
も
大
変
で
し
た
。

本
年
も
主
人
が
参
加
し
た
い
と
の

事
で
す
の
で
私
が
伴
っ
て
参
加
い

た
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
も
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
大
川
先
生
、
野
中
様
に

宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。（
妻
代
筆
）

★
齋
藤
　
秀
夫
氏（
工
高
２
Ｂ
）

　

7
月
よ
り
介
護
生
活
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
々
様
の
益
々
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

★
佐
野
　
明
氏（
工
高
３
Ａ
）

　

今
年
も
常
任
幹
事
会
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
何
も
で
き
ま
せ

ん
が
陰
な
が
ら
応
援
し
て
お
り
ま

す
。
増
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
し
ま
す
。
思
え
ば
遠
い
昔
…

 

一 

高
前（
旧
駅
名
）
駅
の
ホ
ー
ム
か

ら
眺
め
た
平
家
建
て
の
木
造
校
舎
、

赤
土
の
グ
ラ
ン
ド
等
々
…
今
で
は

様
変
わ
り
の
風
景
、
想
像
だ
に
し

ま
せ
ん
。
懐
か
し
い
限
り
で
す
。

併
せ
て
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
い
つ
も
同
窓
会

誌
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
千
賀
　
初
雄
氏（
工
高
３
Ａ
）

　

皆
様
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

★
小
澤
　
時
雄
氏（
工
高
９
Ａ
）

　
な
ん
と
か
元
気
で
す
。
皆
様
は

い
か
が
で
す
か
？
も
う
72
才
で
す
。

身
体
を
大
切
に
ね
！

★
佐
藤
　
博
氏（
工
高
９
Ａ
）

　

同
窓
会
誌
お
送
り
下
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
園
の
発

展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

★
新
川
　
喜 

一 

氏（
工
高
9
Ａ
）

　

71
歳
の
健
康
診
断
の
結
果
悪
い

所
は
ど
こ
も
無
い（
頭
以
外
）
神
仏

に
感
謝
。
健
康
は
生
涯
の
宝
で
す
。

健
康
が
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

命
あ
る
限
り
健
康
で
生
き
て
い
く

た
め
に
毎
日
を
楽
し
く
日
々
を
す

ご
す
。
ち
ょっ
と
し
た
幸
せ
は
ど
こ

に
で
も
転
が
っ
て
い
る
。
い
つ
も
よ

く
寝
て
よ
く
食
べ
る
。
人
生
で
は

喜
び
は一瞬
。
あ
と
は
つ
ら
い
こ
と

が
多
い
。
で
も
そ
の一瞬
が
あ
れ
ば

生
き
て
い
け
る
し
、
明
日
の
元
気

の
源
に
も
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
三
度
の
食
事
が
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
の
が
長
寿
の
秘
訣
、
高
齢

化
社
会
を
若
く
楽
し
く
こ
れ
か
ら

は
年
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
子

供
が
い
て
も
い
な
く
て
も
自
立
し

て
生
き
切
る
覚
悟
を
持
た
ね
ば
な

ら
な
い
時
代
な
の
だ
と
思
う
。
人

に
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
決
め
ら
れ

た
人
生
っ
て
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

私
も
も
う
七一だ
。
あ
と
何
年
生
き

る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
今
日
が
終

わ
れ
ば
ま
た
明
日
が
始
ま
る
。
そ

の
繰
り
返
し
で
い
い
の
さ
。
い
つ
か

一人
で
ひ
っ
そ
り
と
死
ん
で
消
え
て

い
く
さ
。
今
は
あ
の
世
で
お
ふ
く

ろ
に
会
う
の
を一番
の
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

★
沢
田
　
薫
氏（
工
高
10
Ａ
）

　
事
務
局
の
皆
様
、
毎
回
同
窓
会

誌
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

★
賀
澤
　
嘉
弘
氏（
工
高
10
Ｂ
）

　

事
務
局
に
は
い
つ
も
大
変
お
世

話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
清
水
　
治
廣
氏（
工
高
11
Ｄ
）

　
こ
の
２
年
の
間
に
頭・
腹・
膝・

三
度
の
手
術
で
同
窓
会
に
も
出
席

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し
ず
つ

体
も
回
復
を
し
て
来
ま
し
た
。
今

後
共
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

工
高
11
期
の
皆
さ
ん
、
５
月
第
三

土
曜
日
母
校
の
同
窓
会
に
ぜ
ひ
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

★
斉
田
　
洋
三
氏（
工
高
14
Ａ
）

　

元
気
で
家
庭
菜
園
、
花
植
え
、

清
掃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。
夏
は
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

Ｋ
君
の
山
荘
へ
押
し
か
け
ワ
イ
ワ

イ
と
や
っ
て
ま
す
。

★
市
川
　
正
昭
氏（
工
高
14
Ｂ
）

　

同
窓
会
誌
、
い
つ
も
な
が
ら
定

期
的
に
郵
送
さ
れ
て
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
消
息
が
わ
か
り

助
か
り
ま
す
。
皆
様
方
元
気
な

様
子
？
大
川
先
生
も
御
元
気
な
様

子
、
安
心
し
ま
し
た
。
総
会
に
は

い
つ
も
欠
席
し
て
い
ま
し
て
す
み
ま

せ
ん
。
2
0
1
0
年
９
月
８
日
現

在
で
熱
帯
夜
が
続
い
て
ま
す
。
こ

れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
ね
。
工
高
15
Ｈ
の
藤
原
守
行

氏
、
工
高
、
大
学
と
私
の
後
輩
に

当
た
り
ま
す
。
消
息
が
会
誌
で
わ

か
り
ま
し
た
。
同
窓
会
誌
は
大
変

助
か
り
ま
す
ね
。

★
小
野
　
正
道
氏（
工
高
14
Ｃ
）

　

毎
度
会
誌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
だ
、
現
役
で
ガ
ン
バ
ッ

て
お
り
ま
す
。
２
ヵ
月
に一度
藤
木

和
夫
君
と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
３
Ｃ
の
ク
ラ
ス
の
皆

様
宜
し
く
連
絡
下
さ
い
。

★
深
谷
　
朝
光
氏（
工
高
14
Ｇ
）

　

妻
の
介
護
を
始
め
て
４
年
が
過

ぎ
る
。
先
月
ひ
と
り
娘
の 

一 

周
忌

を
済
ま
せ
た
。
新
た
な
体
験
は
私

の
世
界
を
広
げ
る
。
試
練
は
人
を

強
く
優
し
く
さ
せ
る
。
人
生
は
す

べ
て
修
業
。
人
生
に
無
駄
は
な
い
。

そ
れ
は
自
分
に
必
要
な
こ
と
だ
か

ら
…
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
模
様
、
同

窓
会
誌
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

★
吉
崎
　
明
氏（
工
高
15
Ｅ
）

　

仕
事
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家

事
が
忙
し
い
で
す
。

★
金
子
　
友
彦
氏（
工
高
15
Ｆ
）

　
現
在
65
歳
、
新
た
な
船
出
。
本

年
４
月
か
ら
世
田
谷
区
の「
花
づ
く

り
教
室
」
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

★
大
橋
　
正
徳
氏（
工
高
16
Ａ
）

　
何
時
も
お
世
話
様
で
す
。
欠
席

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
今
回
は

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

さ
ん
に
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

★
後
藤
　
清
次
氏（
工
高
16
Ｂ
）

　

同
窓
会
総
会
に
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

の
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て
お
き
ま
す
の

で
、
Ｏ
Ｂ
の
方
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

★
横
溝
　
尚
行
氏（
工
高
16
Ｆ
）

　
こ
と
の
外
、
今
年
の
夏
は
残
暑

が
非
常
に
厳
し
く
体
力
を
維
持
す

る
事
が
大
変
だ
っ
た
様
に
思
い
ま

す
。
卒
業
し
て
46
年
子
供
達
も
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
現
在
は
夫
婦
２

人
と
母
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
つ
く
づ
く
思
う
こ
と
は
健
康

第一、
健
康
は
宝
だ
と
思
う
こ
と
。

そ
し
て
健
康
を
維
持
す
る
為
に
食

事
、
運
動
、
会
話
、
趣
味
等
、
楽

し
い
事
が
健
康
に
つ
な
が
る
様
で

す
。「
生
き
て
い
る
限
り
人
生
を
楽

し
ま
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と

日
々
思
う
こ
の
頃
で
す
。
健
康
第

一
！
笑
顔
と
挨
拶
は
人
生
の
パ
ス

ポ
ー
ト
、
人
生
前
向
き
で
明
る
い

人
に
人
が
集
ま
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

思
考
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
消
息
平
成
22
年
9
月
～

　

23
年
3
月
）
Ⅱ
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小野　幹郎     （元校長）	 　¥10,000
渡辺　茂男	 工科 64	 　　¥3,000 
松井　正長	 業夜  1	 　 ¥20,000  
佐久間清登	 業夜 11	  ¥15,000 
長土居利夫	 業夜 12	  ¥10,000 
田村　喜志	 業夜 12	  ¥3,000 
小林　秀雄	 業夜 12	  ¥10,000 
阿部　昌信	 業定  2	  ¥1,000 
笠島　周三	 業定  3	  ¥10,000 
佐野　和義	 業定  3	  ¥10,000 
今井　　誠	 業定 14	  ¥5,000 
伊藤　信二	 業定 20	  ¥2,000 
小野　武男	 工業  3	  ¥10,000 
本間　敏雄	 工業  4	  ¥5,000 
川邊　文雄	 工業  5	  ¥3,000 
渡辺　　馨	 工業  5	  ¥5,000 
大原信一郎	 工業  6	  ¥10,000 
徳間敬太郎	 工業  6	  ¥10,000 
遠藤　義雄	 工業  6	  ¥2,000 
内田　　収	 工業  7	  ¥3,000 
前原　達夫	 工業  7	  ¥10,000 
市川　　浩	 工業  8	  ¥5,000 
金子　　剛	 工業  8	  ¥5,000 
宮沢　恒夫	 工業  8	  ¥5,000 
高井　久勝	 工業  8	  ¥10,000 
狩野　　勇	 工業  8	  ¥3,000 
若林　武資	 工業  8	  ¥3,000 
村野　　豊	 工業  9	  ¥10,000 
石川　誠一	 工業  9	  ¥10,000 
大川　陽康	 工業  9	  ¥20,000 
大久保忠夫	 工業10	  ¥5,000 
飯塚　靖次	 工業11	  ¥3,000 
増田　　進	 工業11	  ¥3,000 
浅井　恒郎	 工業11	  ¥3,000 
猪股　　潔	 工業11	  ¥5,000 
大熊　誠一	 工業11	  ¥3,000 
大和田義雄	 工業11	  ¥5,000 
西崎　主計	 工業11	  ¥3,000 
森谷誠一郎	 工業11	  ¥10,000 
小柴　常雄	 工業11	  ¥4,000 
小笠原朋憲	 工業12	  ¥10,000
石川　康容	 工業12	  ¥4,000
板橋　　昭	 工業12	  ¥1,000 
杉田　政男	 工業12	  ¥10,000 
駒田　好二	 工業12	  ¥2,000 
江利川光之	 工業12	  ¥5,000 
白石　忠雄	 工業13	  ¥10,000 
本多　昭斉	 工業13	  ¥10,000 
弓野　義夫	 工高  1	  ¥10,000 
石鍋　　健	 工高  2	  ¥6,000 
野中　宏親	 工高  2	  ¥10,000 
早川　貞治	 工高  2	  ¥10,000 
植木　　優	 工高  2	  ¥6,000 
宮地　俊彦	 工高  2	  ¥3,000 
橋間喜久雄	 工高  3	  ¥10,000 
渥美　鉄雄	 工高  4	  ¥2,000 
石川　　弘	 工高  4	  ¥2,000 
鈴木　健一	 工高  4	  ¥2,000 
鈴木　　昇	 工高  4	  ¥2,000 
山岸清一郎	 工高  4	  ¥2,000 
金子　和一	 工高  6	  ¥5,000 
笹沢　国光	 工高  6	  ¥10,000 
湯川　元久	 工高  6	  ¥10,000 

町田　廣安	 工高  7	  ¥10,000 
丸山　達男	 工高  7	  ¥10,000 
高橋　練造	 工高  8	  ¥5,000 
佐藤　　博	 工高  9	  ¥3,000 
児玉　英明	 工高  9	  ¥5,000 
石井　健夫	 工高10	  ¥10,000 
賀澤　嘉弘	 工高10	  ¥10,000 
安藤　秀紀	 工高11	  ¥6,000 
田村　賢治	 工高11	  ¥2,000 
玉川　吉秀	 工高11	  ¥3,000 
小久保博行	 工高11	  ¥2,000 
清水　治廣	 工高11	  ¥3,000 
棚瀬宇三郎	 工高11	  ¥10,000 
鈴木　　昇	 工高11	  ¥10,000 
松岡　　弘	 工高11	  ¥3,000 
阿久津英二	 工高12	  ¥10,000 
亀井　　稔	 工高12	  ¥6,000 
原　　邦泰	 工高12	  ¥5,000 
大森　和夫	 工高13	  ¥10,000 
岡島　弘一	 工高13	  ¥20,000 
小山　雅脩	 工高13	  ¥5,000 
田中　春夫	 工高13	  ¥10,000 
井川　明典	 工高13	  ¥3,000 
稲葉　一男	 工高13	  ¥3,000 
勝山　秀雄	 工高13	  ¥3,000 
斉藤　　登	 工高13	  ¥8,000 
笹澤　義明	 工高13	  ¥3,000 
鈴木　建夫	 工高13	  ¥3,000 
安田　政一	 工高13	  ¥3,000 
矢野　敏明	 工高14	  ¥3,000 
深谷　朝光	 工高14	  ¥5,000 
大野　紘一	 工高14	  ¥6,000 
内藤　隆一	 工高15	  ¥6,000 
朝山　邦夫	 工高15	  ¥5,000 
金子　良夫	 工高15	  ¥10,000 
小林　　勇	 工高15	  ¥5,000 
春山　雅胤	 工高15	  ¥5,000 
金子　友彦	 工高15	  ¥3,000 
滝沢　　勇	 工高15	  ¥5,000 
後藤　清次	 工高16	  ¥6,000 
杉本　政章	 工高16	  ¥3,000 
安藤　　茂	 工高16	  ¥5,000 
鴨下　　一	 工高16	  ¥3,000 
丸山　康男	 工高17	  ¥3,000 
雨宮　　智	 工高18	  ¥3,000 
村上廣一郎	 工高18	  ¥1,000 
吉田　忠雄	 工高18	  ¥10,000 
中尾　博義	 工高19	  ¥5,000 
安田　雅美	 工高19	  ¥10,000 
木下　正明	 工高19	  ¥3,000 
中田　保美	 工高19	  ¥3,000 
海老沢　昇	 工高19	  ¥5,000 
菊地　武治	 工高19	  ¥5,000 
吉岡　　忍	 工高19	  ¥5,000 
大平　時彦	 工高19	  ¥10,000 
竹下　　正	 工高19	  ¥5,000 
佐々木文昭	 工高19	  ¥10,000 
中森　康雄	 工高 20	  ¥10,000 
志村　茂利	 工高 20	  ¥2,000 
高木実喜男	 工高 21	  ¥10,000 
臼井　昌章	 工高 22	  ¥8,000 
日貝　　宏	 工高 22	  ¥10,000 
真金　秀雄	 工高 22	  ¥20,000 

菊池　耕次	 工高 23	  ¥3,000 
吉村　雅勝	 工高 23	  ¥14,000 
今井　彰一	 工高 23	  ¥10,000 
磯野　　優	 工高 24	  ¥10,000 
中村　雅晶	 工高 24	  ¥10,000 
鵜沢　安志	 工高 24	  ¥5,000 
波田野圭佐	 工高 24	  ¥5,000 
渡辺　勝之	 工高 24	  ¥5,000 
山中　將利	 工高 25	  ¥10,000 
星野　俊和	 工高 25	  ¥5,000 
小宮　治夫	 工高 26	  ¥10,000 
上浦　　隆	 工高 27	  ¥10,000 
戸井田秀明	 工高 28	  ¥3,000 
服部　武司	 工高 28	  ¥12,000 
下村　啓之	 工高 29	  ¥3,000 
榎本　義文	 工高 30	  ¥5,000 
堀田　主税	 工高 31	  ¥5,000 
森　　一男	 工高 32	  ¥4,000 
奈須　　大	 工高 34	  ¥1,000 
鈴木　健介	 工高 34	  ¥5,000 
星　　秀明	 工高 34	  ¥3,000 
飯田　典稔	 工高 35	  ¥10,000 
寺川　隆幸	 工高 35	  ¥2,000 
金子　博紀	 工高 35	  ¥1,000 
秋元　　聡	 工高 36	  ¥5,000 
木村　義人	 工高 37	  ¥3,000 
梶村　昭仁	 工高 39	  ¥20,000 
森　　靖雄	 工高 42	  ¥2,000 
吉田　修二	 工高 43	  ¥3,000 
長田　康宏	 工高 45	  ¥5,000 
松山　文博	 工高 45	  ¥5,000 
五月女浩樹	 工高 46	  ¥3,000 
清水　淳一	 工高 47	  ¥3,000 
鈴木　崇郎	 工高 49	  ¥2,000 
小川　慶悟	 工高 51	  ¥3,000 
関田　昌伸	 工高 53	  ¥2,000 
沼尻　晋一	 工高 53	  ¥4,000 
西川　太朗	 工高 54	  ¥2,000 
小松　活也	 工高 54	  ¥5,000 
瀧田　智之	 工高 55	  ¥1,000 
谷口　信一	 工高 56	  ¥1,000 
笹田孝太郎	 工高 57	  ¥2,000 
今村　雄馬	 工高 57	  ¥1,000 
岡本　千尋	 工高 58	  ¥2,000 
黒澤　將一	 工高 58	  ¥1,000 
荻島　智顕	 工高 58	  ¥2,000 
髙木　宏紀	 工高 58	  ¥5,000 
奥山　剛士	 工高 59	  ¥1,000 
中村　行太	 工高 59	  ¥3,000 
小林　俊夫	 工高 59	  ¥5,000 
松村　和俊	 工高 59	  ¥2,000 
藁科　祐史	 工高 59	  ¥2,000 
古屋　昌宏	 工高 60	  ¥1,000 
石崎　誠也	 工高 61	  ¥1,000 
倉貫　一隆	 工高 61	  ¥1,000 
菊地　京介	 工高 62	  ¥1,000 
土田　　啓	 工高 62	  ¥4,000 
江端　祐哉	 工高 62	  ¥1,000 
金田一秀寿	 工高 62	  ¥2,000 
入好　　元	 工高 62	  ¥5,000
工業 11期同期会	  ¥20,000
卓球部 OB 一同	  ¥10,000 
吉田商会			    ¥10,000 

第 64回維持会費納入名簿
（平成22年 4月～平成 23年 3月）

会員の皆様、日頃同窓会維持会費納入にご協力下さいまして誠にありがとうございます。平成22年度も多くの方々に
ご協力をいただきました。厚くお礼申し上げますとともに、本誌誌上を借りて氏名を掲載致します。なお、引き続き、
平成23年度も同窓会各位のご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　（敬称を省略いたします）
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ク
ラ
ス
会
等
報
告（
弐
）

　

平
成
22
年
6
月
5
日
、
恒
例

の
春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加

し
ま
し
た
。
新
宿
西
口
を
8
：

00
に
バ
ス
で
出
発
し
途
中
小
布

施
で
昼
食（
鈴
花
の
和
御
膳
と

地
酒
・
純
米
北
信
流
）
を
い
た

だ
き
な
が
ら
美
味
な
昼
食
で
し

た
。（
幹
事
さ
ん
す
ば
ら
し
い

お
店
で
最
高
で
し
た
）
食
後
小

布
施
の
街
を
散
策
後
野
尻
湖

に
寄
り
、
赤
倉
山
荘
に
16
：
05

に
到
着
し
各
自
温
泉
に
入
り
の

ん
び
り
し
た
後
、
夕
食
は
山
荘

の
心
づ
く
し
の
料
理
で
皆
さ
ん

（
24
名
）
明
日
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
工
程
等
の
説
明
の
の
ち
大

い
に
食
べ
、
飲
ん
で
楽
し
い
夕

食
会
で
し
た
。
新
潟
県
友
部
の

皆
さ
ん（
23
名
）
も
来
館
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
6
月
6
日
は
早
め
の
朝

 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
古
稀

　
平
成
22
年
6
月
5
日

東
工
学
園 

赤
倉
山
荘

食
を
い
た

だ
い
て
各

自
お
弁
当

を
も
ら

い
、
今
回

は
長
野
県

山
ノ
内
町

の
志
賀
高

原
ま
で
バ

ス
移
動
で

山
荘
か
ら

約
1
時
間

10
分
で
熊

ノ
湯
前
山

リ
フ
ト
場

に
つ
き
リ

フ
ト
で
山

頂
ま
で
、

天
気
は
ピ
ー
カ
ー（
快
晴
の
こ

と
）
で
す
。
１
８
０
度
の
展

望
が
す
ば
ら
し
い
！
。

　

後
藤
先
生
の
案
内
で
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
し

四
十
八
池（
途
中
山
道
は
残
雪

も
有
り
）
へ
1
時
間
10
分
く

ら
い
で
到
着
、
昔
は
池
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
前
山
ス
キ
ー
場
は
若
い
こ
ろ

（
20
代
）
木
戸
池
・
丸
池
等
に

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
思
い
出
し

な
が
ら
な
つ
か
し
く
思
い
感

動
で
し
た
）

　

休
憩
後
、
今
回
の
目
的
大
沼

池（
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

水
面
が
グ
ー
で
す
）
に
1
時
間

く
ら
い
で
到
着
し
、
昼
食
・
休

憩
を
取
り
、
景
色
に
感
動
で
す
。

そ
し
て
大
沼
林
道
を
散
策
し
大

沼
湖
入
口
駐
車
へ
、
バ
ス
で
赤

倉
山
荘
に
14
：
15
頃
到
着
し
、

各
自
温
泉
に
入
り
山
荘
の
皆
様

の
見
送
り
を
受
け
一
路
新
宿

へ
。
16
：
00
出
発
し
、
途
中
事

故
も
な
く
、
無
事
に
新
宿
西
口

に
20
：
00
頃
に
到
着
し
、
次
回

の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し

た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
、
山
荘
の

先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
秋
の
同
じ
コ
ー
ス
も
す

ば
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
）

　

そ
し
て
6
月
7
日
は
70
歳

（
古
稀
）
で
す
。
6
月
の
第
一
月

曜
日
は
寄
席
で
、
12
：
00
か
ら

21
：
00
ま
で
新
宿
末
廣
亭
で
落

語
三
昧
で
す
。
な
ん
と
夜
の
部

の
主
任（
大
ト
リ
）
は
東
工
卒

業
生
の
柳
亭
小
燕
枝
師
匠
で
し

た
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
古
典
落

語
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

赤
倉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
の
カ

メ
ラ
に
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
た
ま

ま
古
稀
の
お
祝
い
に
夫
婦
で
北

欧
4
ヶ
国（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス

エ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

デ
ン
マ
ー
ク
）
を
旅
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
共
、
各
行
事
に
は

参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
記　

松
岡　

弘
）

日
本
工
業
大
学
・

　
　
大
川
理
事
長 

母
校
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

栃
木
第
一
小
学
校
で

贈
呈
式
と
い
う
記
事
が

「
下
野
新
聞　

平
成
22
年

1
月
30
日
発
行
」
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
第
一
小
学
校
で
平
成
22

年
1
月
28
日
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど

2
台
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

寄
贈
し
た
日
本
工
業
大
学
の
大

川
陽
康
理
事
長（
84
歳
）
を
は

じ
め
関
係
者
や
児
童
が
出
席
し

た
。

　

2
台
は
同
大
駒
場
高
の
生
徒

が
実
習
で
製
作
。
９
６
０
０
形

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
Ｅ
Ｂ
形
電
気
機
関

車
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
人
50
人
程

度
と
同
5
人
程
度
を
乗
せ
て
走

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

同
校
は
こ
れ
ま
で
に
約
１
２
０

台
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
を
製
作

し
、
全
国
を
は
じ
め
カ
ナ
ダ
や

タ
イ
な
ど
へ
寄
贈
し
て
い
る
。

今
回
の
寄
贈
は
、
大
川
理
事
長

が
2
年
間
、
栃
木
第
一
小
に
児

童
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
こ
と

か
ら
実
現
し
た
。

　

式
で
は
、
6
年
生
の
小
倉
加

緒
里
さ
ん（
12
）
が「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

が
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い
。（
栃
木

第
一
小
と
栃
木
第
二
小
統
合
後

の
）
新
し
い
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
大
川
理
事
長
は「
母
校
に

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。
2
台
は
当
面
、
2
か
所

の
昇
降
口
に
展
示
さ
れ
る
。

 

同
じ
仕
事
先
の　

　

東
工
健
児
会

平
成
22
年
9
月
17
日

横
浜
中
華
街 

福
満
園

　

同
期
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
同

窓
会
誌
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
が

同
じ
仕
事
先
に
い
て
定
年
退
職

し
た
東
工
健
児
会
を
や
ろ
う
と

言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
横
浜
中
華
街
に
集

ま
っ
て
見
ま
し
た
が
結
構
共
通

の
話
題
な
ど
が
あ
っ
て
和
や
か

に
集
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
面
、
年
一
回
の
再
会
を
約
し

ま
し
た
が
ど
ん
な
形
に
せ
よ
東

工
学
園
の
仲
間
と
し
て
繋
が
り

が
持
て
る
こ
と
は
感
謝
で
あ
り

ま
す
。

　

当
日
、
日
産
自
動
車
東
工
健

児
会
と
し
て

　

工
業
９
Ｂ　
　

石
川
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
先
輩

　

工
高
９
Ａ　
　

佐
藤　

博

　

工
高
９
Ｂ　
　

山
寺　

昇

　

工
高
16
Ａ　
　

小
山
健
二

　

工
高
16
Ｂ　
　

後
藤
清
次

　
　
　
　
　
　
　
（
次
期
幹
事
）

　

工
高
10
Ｂ　
　

筏
井
道
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
今
回
幹
事
）

　

工
業
11
Ｂ　
　

浅
井
恒
郎

の
7
名
が
集
合
、
ご
賛
同
を
頂

け
る
関
係
者（
定
年
・
現
役
共
）

連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
記　

浅
井
恒
郎
）

　

平
成
22
年
12
月
19
日
に
11
期

卒
の
朝
香
俊
明
氏
・
加
藤
隆
弘

氏
・
滝
清
吉
氏
・
松
岡
弘
氏
の

４
名
と
20
期
卒
小
田
切
勝
義
氏

を
ま
じ
え
て
の
忘
年
会
を
し
ま

し
た
。
欠
席
者
も
い
ま
し
た
が

再
会
を
祝
し
、
ま
ず
は
ビ
ー
ル

で
カ
ン
パ
イ
！
し
、
後
は
近
江

家
・
特
選
の
そ
ば
焼
酎
を
そ
ば

湯
割
り
で
美
味
な
料
理
を
食
べ

な
が
ら
在
学
中
の
話
や
今
後
の

同
窓
会
の
事
等
又
自
分
達
の
仕

事
や
健
康
面
の
話
等
で
盛
り
上

り
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
１
月

に
白
倉
氏
お
見
舞
い
に
行
く
事

を
約
束
し（
小
田
切
氏
に
段
取

り
を
依
頼
し
）
散
会
し
各
自
夜

の
街
へ
。

　
（
追
記
）
平
成
23
年
１
月
19

日
、
白
倉
國
之
氏
の
お
見
舞
い

に
朝
香
氏
・
滝
氏
・
松
岡
氏
・ 

服
部
紀
雄
氏（
11
期
卒
）
と
阿

久
津
英
二
氏（
12
期
卒
）、
小
田

切
氏
の
6
名
で
多
摩
川
総
合
病

院（
京
王
線
布
田
駅
下
車
）へ
。　

　

白
倉
氏
と
歓
談
し
皆
で
勇
気

づ
け
た
り
、
さ
れ
た
り
の
時
間

を
過
ご
し
白
倉
氏
の
元
気
で
顔

色
も
良
く
、
奥
様
も
大
変
喜
ん

で
お
ら
れ
、
一
同
安
心
で
再
会

約
束
を
し
た
後
、
調
布
駅
近

く
の
男
爵
亭
で
食
事（
新
年
会
）

を
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
小
田

切
氏
の
段
取
り
で
大
変
助
か
り

ま
し
た
。
ま
た
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
（
記　

松
岡　

弘
）

  

忘
年
会

　

平
成
22
年
12
月
19
日

　

  

新
大
久
保 

近
江
家

  

お
見
舞
い

　

平
成
23
年
1
月
19
日
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　保護者・受験生対象 進学説明会
中学校

　エデュケーション（教育）という言葉には「引き出
す」という意味があります。
　私たちは教育の意味を再確認し、六年一貫教育で
生徒たちの隠れた才能を引き出し、育み、未来につ
なげます。

    高等学校　
　普通科（特進コース・理数特進コース・総合進学
コース）それぞれの進路目標に向かう一人ひとりの「得
意」に磨きをかけて具体的な「成果」へつなげていきます。
　工学科（理数工学科・国際工学科・機械科・建築科・
電子情報システム科）体験学習を中心とした技術教育
カリキュラムで専門分野の学習理解を深めます。そして
自分のやりたい、将来進むべき専門分野を見出し、進路
目標を決定します。

中学校
　第１回　オープンキャンパス　 ７月 18日（月）　
　第２回　オープンキャンパス   10月   1日（土）
学校説明会　
　第1回　  6月26日（日）　　第5回   11月13日（日）
　第2回　  9月17日（土）　　第6回   11月27日（日）    
   第3回　10月  8日（土）　　第7回     1月15日（日）
　第4回　10月30日（日）

平成24年度の入試について詳しくご説明いたします。
お孫さん、ご子息、お知り合いの方でご関心がござ
いましたらどうぞご紹介ください。

高等学校
    第１回　オープンキャンパス　７月 23日（土）　
　 第２回　オープンキャンパス   ８月 27日（土）
学校説明会
　第1回　  6月25日（土） 第5回　11月  6日（日）
　第2回　  9月18日（日） 第6回　11月26日（土）
　第3回　10月  2日（日） 第7回　12月  3日（土）
　第4回　10月22日（土） 第8回　12月  4日（日）

学校法人日本工業大学
日本工業大学　駒場中学・高等学校
〒153-8508  東京都目黒区駒場1-35-32
Tel 03-3467-2130　Fax 03-3467-2245

平
成
22
年
度
　
第
2
回
常
任
幹
事
／
幹
事
会
開
く

　

平
成
22
年
度

2
回
目
の
常

任
幹
事
・
幹
事

会
は
去
る
10

月
9
日
、
母

校
１
０
０
周
年

ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

　

町
田
会
長（
工
高
7
期
）
の
挨
拶
で
は
、
会

員
の
協
力
に
よ
り
今
日
ま
で
順
調
に
活
動
が

取
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
冒
頭
に
述
べ
ら

れ
、「
総
会
に
は
大
勢
の
会
員
を
お
誘
い
頂
き
、

今
年
度
の
総
会
も
盛
大
に
開
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
後
半
も
順
調
に
会
の
行
事
が

進
む
よ
う
協
力
し
て
頂
き
た
い
。
来
年
の
同

窓
会
総
会
に
も
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
さ
れ

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
の
お

礼
と
お
願
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
大
森
学
校
長（
工
高
13
期
）
よ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
母
校
の
現
況
を
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
内
容
は
２
０
０
８
年
に
校
名

変
更
、
共
学
普
通
科
を
新
設
し
て
の「
現
在
の

学
科 

／ 

コ
ー
ス
編
成
」
に
つ
い
て
、
次
に

「
入
学
生
の
推
移
」
の
説
明
で
は
、
男
女
比
の

関
係
で
も
う
少
し
女
子
生
徒
を
増
や
し
た
い

と
の
事
で
し
た
。「
進
路
状
況
の
推
移
」
の
説

明
で
は
、
就
職
・
専
門
学
校
へ
の
希
望
が
年
々

減
少
し
、
日
本
工
業
大
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
他
大
学
へ
の
進
学
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
良
い
結
果
が
で
る
と
思
い
ま
す
の

で
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
常
任
幹
事 

・ 

幹
事
会
は
、
例
年
同

窓
会
の
中
間
決
算
報
告
が
さ
れ
、
こ
れ
を
説

明
す
る
か
た
ち
で
上
半
期
の
事
業
経
過
お
よ

び
残
る
下
半
期
の
活
動
に
つ
い
て
、
討
議
を

行
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
総
会

の
経
過
報
告
、
各
種
会
議
の
報
告
、
夏
の
理

事
長
杯
ゴ
ル
フ
や

こ
れ
か
ら
行
わ
れ

る
生
涯
学
習
の
集

い
、
日
駒
祭
、
三

会
合
同
新
年
会
に

つ
い
て
な
ど
の
順

序
で
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
も
い
つ
も

の
よ
う
に
母
校
の

先
生
始
め
、
旧
師

を
お
呼
び
し
て
和

や
か
に
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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★
村
上
　
廣 
一 
郎
氏（
工
高
18
Ｍ
）

　

先
輩
諸
氏
、
後
輩
諸
君
お
元

気
で
す
か
！
さ
て
私
事
な
の
で
す

が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で「
世

界
の
ゴ
メ
ッ
ツ
」
と
言
う
歌
を
作

詞
、
作
曲
致
し
ま
し
た
。「
ゴ
メ
ッ

ツ
」
が
世
界
的
に
な
る
事
を
願
い

作
り
ま
し
た
。
又
、
私
の
ギ
タ
リ

ス
ト
名
も
ベ
ル
ギ
ー
の
世
界
的
愛

鳩
家
、
故
Ａ・
バ
ン
ブ
ロ
ア
ン
か
ら

と
り
、
ブ
ロ
ア
ン
村
上
と
名
付
け

ま
し
た
。
歌
詞
は一
部
紹
介
し
ま

す
と『
世
界
へ
飛
躍
し
、
あ
あ
～
ゴ

メ
ッ
ツ
、
世
界
の
ゴ
メ
ッ
ツ
、
未
来

永
劫
あ
れ
～
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
企
業
も
、
世
界
へ
進
出
し

て
行
く
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
私
の「
ゴ
メ
ッ
ツ
」
も
世
界

へ
進
出
し
て
行
く
計
画
も
あ
り
ま

す
。
世
界
の「
ゴ
メ
ッ
ツ
」
に
な
る

の
も
遠
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
実
に
な
れ
ば
凄
い
事
、
ま
た
素

晴
ら
し
い
事
で
し
ょ
う
！

★
沖
山
　
仁
氏（
工
高
19
Ａ
）

　
昨
年
19
期
Ａ
組
安
田
氏
、
宮
崎

氏
、
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
ク
ラ
ス
会

を
実
施
し
大
川
先
生
、
森
下
先

生
お
元
気
な
顔
を
拝
見
し
て
30
名

を
越
え
る
盛
会
な
会
で
あ
り
ま
し

た
。
還
暦
を
こ
え
た
祝
い
も
あ
り

身
体
の
事
、
子
供
の
事
、
定
年
の

話
、
当
時
風
紀
委
員
が
厳
し
か
っ

た
話
、
し
か
し
全
員
が
東
工
卒
業

し
て
よ
か
っ
た
と
の
ま
と
め
で
あ
り

ま
し
た
。

★
菊
地
　
武
治
氏（
工
高
19
Ｆ
）

　

19
期
の
皆
さ
ん
文
化
祭
や
同
窓

会
総
会
に
出
て
き
ま
せ
ん
か
。
校

名
も
変
わ
り
建
物
も
立
派
に
な
り

ま
し
た
が
実
習
工
場
は
東
工
の
匂

い
が
し
ま
す
。
昔
の
実
習
工
場
の

跡
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
東
工
で
す
。
同
窓
会

総
会
で
は
吹
奏
楽
委
員
会
Ｏ
Ｂ
が

演
奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★
澤
田
　
幸
男
氏（
工
高
19
Ｆ
）

　
い
つ
も
会
誌
を
送
付
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
２
月
定
年

を
迎
え
ま
し
た
。
会
社
と
契
約
を

行
な
い
、
ま
だ
現
役
で
働
い
て
お

り
ま
す
。
休
日
は
孫
が
遊
び
に
来

ま
す
の
で
よ
い
ジ
ィ
ジ
ィ
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
誌
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

★
大
平
　
時
彦
氏（
工
高
19
Ｍ
）

　
２
月
後
半
に
、
人
生
を
左
右
す

る
様
な
大
ケ
ガ
を
致
し
ま
し
た
。

大
勢
の
方
々
よ
り
お
見
舞
、
又
、

励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、
今
ま
で

の
自
分
の
人
生
で
、
そ
れ
な
り
の

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
の

か
と
思
い
、
又
、
自
分
の
足
で
行

動
が
出
来
る
事
の
喜
び
を
感
じ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今
回
の

70
号
の
同
窓
会
誌
に
私
共（
19
期
Ｍ

組
）
の
ク
ラ
ス
会
便
り
を
載
せ
て

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
好
き
な
ゴ
ル
フ
も
来
春
の
同

窓
会
長
杯
に
は
参
加
で
き
る
事
を

願
っ
て
、
毎
日
の
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
同
窓
会

事
務
局
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

★
佐
々
木
　
文
昭
氏（
工
高
19
Ｐ
）

　

本
年
２
月
よ
り
福
井
県
敦
賀
市

で
４
度
目
の
単
身
赴
任
生
活
を
送

っ
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
４
月
の

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ・
転
職
を
控

え
、
残
り
期
間
５
ヵ
月
と
な
り
ま

し
た
！
此
方
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の一

つ
、
約
15
年
間
停
ま
っ
て
い
た「
も

ん
じ
ゅ
発
電
所
」も
５
月
に
は
ヨ
チ

ヨ
チ
な
が
ら
再
起
動
し
只
今
停
止

中
で
す
が
、
次
か
ら
次
へ
と
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
悩
ま
し
い
限
り
で

す
。
此
方
で
新
た
に
不
惑
世
代
の

ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム「
福
惑
ク
ラ
ブ
」

の
練
習・
試
合
に
参
加
し
、
10
月

９
日
～
11
日
の
間
、
石
川
県
で

開
催
さ
れ
た
60
歳
以
上
の
競
技
大

会・
国
体「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川

２
０
１
０
」
の
ラ
グ
ビ
ー
交
流
大
会

に
、
光
栄
に
も
福
井
県
代
表
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
！
勢
い
で
、

オ
ー
ル
北
陸（
福
井
+
石
川
+
富

山
）
チ
ー
ム
戦
に
も
出
場
し
、
戦

績
は
３
勝
１
分
の
大
勝
利
！
久
し

ぶ
り
に
爽
や
か
な
汗
と
、
若
干
の

痛
み
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
上
の
幸
福
感
に
浸
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
お
陰
で
、
暫
く
の
間
油

の
切
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
状
態
と
な
り
、

職
場
で
は
個
室
に
篭
っ
て
お
と
な
し

く
し
て
い
る
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
し
た
。

★
阿
部
　
誠
氏（
工
高
20
Ｃ
）

　
60
才
も
過
ぎ
、
時
間
の
余
裕
も

出
来
、
生
活
も
楽
し
く
友
人
と
の

話
も
は
ず
む
日
々
で
す
。
世
間
で

は
老
人
問
題
が
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
他
人
事
で
は
な
い
様
で
少
し

不
安
に
も
な
り
ま
す
。
無
理
を
せ

ず
ゆ
っ
た
り
と
生
活
出
来
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

★
益
子
　
秀
康
氏（
工
高
21
Ａ
）

　

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
23
年
２
月
に
還
暦
を
迎
え
る
歳

に
な
り
ま
し
た
。
第
二
の
人
生〔
夢

×
技
＝
∞（
無
限
大
）〕
を
考
え
て
健

康・
勇
気
で
頑
張
り
ま
す
。

★
臼
井
　
昌
章
氏（
工
高
22
Ｃ
）

　
来
年
早
々
に
60
才
に
な
り
ま
す
。

元
気
に
生
活
致
し
て
お
り
ま
す
。

★
阿
住
　
昌
広
氏（
工
高
24
Ｉ
）

　
藤
原
先
生
お
元
気
で
す
か
？

★
坂
井
　
俊
明
氏（
工
高
24
Ｍ
）

　

現
在
地
デ
ジ
対
応
の
為
ア
ン
テ

ナ
受
信
機
も
同
様
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
家
内
の
端
子・
ケ
ー
ブ
ル
も

グ
レ
ー
ド
Ｕ
Ｐ
が
必
要
と
の
説
明

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

取
り
組
ん
で
い
る
所
で
す
。
皆
様

の
お
宅
は
い
か
が
で
す
か
？
今
年

も
10
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）
に

豊
島
区
西
口
駅
前
広
場
、
そ
の

他
９
会
場
で
東
京
よ
さ
こ
い（
第

11
回
）
が
開
催
さ
れ
、
全
国
よ
り

1
1
3
チ
ー
ム・
6
0
0
0
名
の

参
加
者
達
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
、
迫
力
の
あ
る
踊
り
を
披
露
し

て
い
て
天
候
不
調
に
も
め
げ
ず
大

変
見
応
え
の
有
る
内
容
で
感
動
で

し
た
。
ち
な
み
に
大
賞
は
昨
年
準

大
賞
、
山
梨
県
の
甲
斐・
風
林
火

山
チ
ー
ム
で
し
た
。
来
年
も
楽
し

み
で
す
。
今
般
、
円
高
不
況
等
々

で
大
変
困
難
で
厳
し
い
経
済
環
境

で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
に
は
頑
張

っ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

★
佐
藤
　
幸
雄
氏（
工
高
31
Ｋ
）

　

事
務
局
の
皆
様
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
す
。
不
景
気
が
続
い
て
失
業
し

そ
う
で
す
。（
し
て
い
る
か
も
）
こ

の
年
に
な
っ
て
失
職
は
辛
い
で
す
。

会
員
の
皆
様
は
い
か
が
で
す
か
？

人
材
募
集
を
し
て
い
れ
ば
是
非
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
加
藤
　
隆
久
氏（
工
高
34
Ａ
）

　
最
近
祖
母
が
亡
く
な
り
、
父
も

重
い
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
人
間

生
き
て
い
く
上
で
最
後
は
健
康
第

一
。
そ
し
て
悔
い
の
な
い
人
生
だ

っ
た
か
ど
う
か
で
す
。
私
も
収
入

的
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
す
が
、

「
今
を
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
」

卒
業
生
の
皆
様
も
東
工
健
児
に
誇

り
を
持
ち
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

★
入
江
　
直
幸
氏（
工
高
34
Ｋ
）

　

同
窓
会
誌
で
の
水
泳
部
の
活
動

は
Ｏ
Ｂ
と
し
て
喜
ば
し
い
事
で
す
。

私
が
通
学
し
て
い
た
頃
と
は
校
風

も
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
他

校
に
比
べ
、
規
律
、
規
則
は
厳
し

い
学
校
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。
上
京
の
際
は
訪
ね
て
み
た

い
も
の
で
す
。
岡
山
県
に
移
り
住

ん
で
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地
域

の
今
後
の
課
題
は
高
齢
化
対
策
で

す
。

★
萩
原
　
学
氏（
工
高
35
Ｄ
）

　
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
っ
て
し
ま
い
現
在

自
宅
に
い
ま
す
。
皆
様
身
体
に
気

を
つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

★
宮
崎
　
淳
氏（
工
高
36
Ｋ
）

　
新
し
い
学
校
に
変
わ
っ
て
、
ま
だ

一度
も
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
が
機
会
が

あ
れ
ば
い
つ
か
訪
ね
て
み
た
い
で
す

ね
。
ま
だ
母
校
の
香
り
が
感
じ
ら

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

★
川
邉
　
浩
氏（
工
高
36
Ｏ
）

　

同
窓
会
誌
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。「
日
駒
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
お
も
し
ろ
そ
う

で
す
。

★
梶
村
　
昭
仁
氏（
工
高
39
Ｉ
）

　

平
成
22
年
７
月
の
定
期
異
動
で

10
年
近
く
住
ん
だ
名
古
屋
市
内

か
ら
静
岡
市
内
に
引
越
を
し
ま
し

た
。
職
場
も
14
年
振
り
に
古
巣
で

あ
る
職
場
に
異
動
。
自
分
が
居
な

か
っ
た
間
に
、
職
場
名
は
も
と
よ

り
就
職
し
て
初
め
て
の
配
属
先
で

あ
っ
た
今
回
の
職
場
は
全
然
様
替

わ
り
し
て
お
り
、全
く
の
新
職
場
？

と
内
心
と
ま
ど
い
で
仲
々
仕
事
に

落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
何
と

か
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
次
第
で

す
。
一歩
、
学
校
の
あ
る
と
こ
ろ
ま

で
近
づ
き
、
少
し
は
近
く
な
っ
た

の
で
常
任
幹
事
会
に
も
顔
を
出
せ

る
機
会
を
多
く
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

★
大
塚
　
智
裕
氏（
工
高
44
Ｆ
）

　

皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
？
す
っ
か
り
夏
の
暑
さ
も
や

わ
ら
ぎ
秋
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
先
日
は
藤

沢
市
に
あ
る
江
ノ
島
へ
行
っ
て
来
ま

し
た
。
海
の
家
は
既
に
解
体
さ
れ
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ジ
ェッ
ト

ボ
ー
ド
な
ど
で
楽
し
む
人
が
多
か
っ

た
で
す
。
江
ノ
電
も
な
か
の
お
店

に
行
っ
て
食
べ
て
来
ま
し
た
。
意
外

と
う
ま
か
っ
た
で
す
。
岩
屋
行
き

の
遊
覧
船
に
乗
り
ま
し
た
。
風
が

と
て
も
心
地
良
か
っ
た
で
す
。
島

内
を
散
策
し
、
猫
が
あ
ち
こ
ち
歩

い
て
い
ま
し
た
。
亀
が
沢
山
い
る

池
も
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
に
釜
あ

げ
シ
ラ
ス
丼
を
食
べ
ま
し
た
。
磯

の
香
り
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

抹
茶
ア
イ
ス
と
粒
あ
ん
の
入
っ
た

モ
ナ
カ
の
お
店
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
食
べ
た
り
歩
い
た
り
満
喫
出

来
ま
し
た
。
皆
様
も
ど
こ
か
へ
行
っ

会
員
消
息
平
成
22
年
9
月
～

　

23
年
3
月
）
Ⅲ
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て
新
し
い
発
見
を
し
て
み
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

で
は
ま
た
。

★
土
井
　
仁
氏（
工
高
44
Ｒ
）

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平

成
８
年
４
月
よ
り
入
社
致
し
ま
し

た
現
在
の
会
社
に
お
き
ま
し
て
、

今
年
10
月
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
へ
派
遣

さ
れ
る
こ
と
と
成
り
ま
し
た
。
今

後
私
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
語
学
は
早
め

に
成
さ
る
べ
き
か
と
感
じ
ま
し
た
。

★
根
本
　
勇
氏（
工
高
46
Ｉ
）

　

皆
様
お
元
気
で
す
か
？
Ｉ
組
の

青
山
君
が
結
婚
し
た
様
で
す
。
公

共
事
業
削
減
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
、
土
木
工
事
業
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
皆
何
を
や
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

★
平
田
　
博
昭
氏（
工
高
47
Ｒ
）

　

47
Ｒ
卒
業
の
皆
さ
ん
お
元
気
で

す
か
？
オ
コ
は
元
気
に
や
っ
て
お

り
ま
す
。
先
日
10
年
振
り
位
に
母

校
に
行
っ
た
時
に
高
野
先
生
と
お

会
い
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
菊
地
先
生
、
山
賀

先
生
、
お
忙
し
い
中
、
私
共
の
お

願
い
を
心
よ
く
引
き
受
け
て
頂
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
２
名
と
も
電
気
工

事
士
見
事
合
格
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
も
し
、
ま
た
次
回
あ
る
か

も
知
れ
な
い
の
で
そ
の
時
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
阿
部
　
秀
行
氏（
工
高
50
Ｉ
）

　

現
在
父
の
も
と
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
精
神
的
に
強
く
す
る
た
め

に
近
所
の
西
光
寺
さ
ん
と
い
う
お

寺
で
座
禅
を
し
て
い
ま
す
。
お
酒

を
や
め
囲
碁
を
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
9
月
15
日・
16
日
と
箱
根

の
強
羅
静
雲
荘
へ
行
き
ま
す
。
男

は
1
9
5
0
0
円
、女
は
1
8
5
0
0

円
で
す
。
僕
は
３
年
間
同
じ
ク

ラ
ス
の
渥
美
龍
太
郎
君
に
悩
ん
で

い
た
こ
と
を
見
透
か
さ
れ
て
い
た

の
で
そ
れ
を
今
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
S
e
n
j
u
s
a
i
h
o
u
@

y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p
で
メ
ー
ル

が
で
き
ま
す
。
当
時
渥
美
君
に
あ

げ
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
ラ
イ
ブ
ア

ラ
イ
ブ・
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ド
ラ
ク
エ
Ⅲ
、
サ

チ
ョ
ン
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー

Ⅲ
タ
ー
ボ・
ド
ラ
ク
エ
Ⅵ
は
エ
ミ
ュ

レ
ー
タ
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

そ
れ
で
楽
し
む
方
法
を
見
つ
け
ま

し
た
。
石
塚
進一郎
君
に「
違
法
ソ

フ
ト
を
持
っ
て
い
る
と
犯
罪
だ
よ
」

と
言
わ
れ
た
の
で
怖
く
な
っ
て
渥
美

君
に
あ
げ
た
こ
と
は
11
年
く
ら
い

ず
っ
と
後
悔
し
ま
し
た
。
で
は
こ
の

へ
ん
で
。

★
山
岸
　
裕
史
氏（
工
高
53
Ｎ
）

　
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
文
面
を
書

い
て
い
る
今
日
、
9
月
下
旬
で
30

度
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏

は
非
常
に
猛
暑
で
す
。
と
い
う
か

会
誌
が
届
く
頃
は
去
年
の
話
に
な

っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
…
。

熱
中
症
や
熱
射
病
で
亡
く
な
る
方

も
大
変
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
母

校
を
卒
業
し
て
早
や
10
年
、
30
代

手
前
に
て
自
身
の
体
を
思
い
や
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
が
な
か

っ
た
ら
、
何
も
出
来
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
職
場
の
風
習
か
ら
酒
飲
み
が

多
い
で
す
が
、
酒
に
飲
ま
れ
な
い

よ
う
、
注
意
し
て
お
り
ま
す（
苦

笑
）。し
か
し
今
年
の
夏
は
飲
ん
だ
、

飲
ん
だ（
笑
）。
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ

お
体
を
御
自
愛
下
さ
い
。
体
あ
っ

て
の
人
生
で
す
か
ら
。

  ホームページ開設しています
 URL〔http://www.tokogakuen.gr.jp/〕 Eメール〔info@tokogakuen.gr.jp〕

　　● 母校のホームページにもリンクしています。
          URL〔http://www.nit-komaba.ed.jp/〕　学園の紹介や、入試情報も入手できます。

　　● ホームページ開設に伴い、Eメールでの会員の皆様からの消息や住所変更等の情報もお受けしております。                  
 ぜひアクセスしてみてください。

       	
「同窓会ウエブサイト」ご利用にあたっての注意

●著作権その他の知的財産権
 　ウエブサイト上の著作物の著作権、掲載物に含まれる商標、その他全ての知的財産は、特段の表示がない限り、同
窓会に帰属します。特に定める場合を除き、このウエブサイトより利用者に対してこれらの知的財産権の利用を許諾
するものではありません。利用者が掲載物を改変することや、公衆への開示、掲載物から著作権その他の知的財産権
表示を除去すること、掲載物を第三者へ転送することは禁止されています。

●ウエブサイト上の情報　同窓会は、このウエブサイト上の情報が正確であるよう細心の注意を払っておりますが、不正確な記載や誤植
を含む場合があります。このウエブサイト上の情報は、利用者の責任においてご利用ください。また、これらの
情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の情報等につきましては、事務局にお問い合わせ
下さい。

★
深
澤
　
信
洋
氏（
工
高
54
Ｏ
）

　
事
務
局
の
皆
様
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
事
の
都

合
上
、
土
日
祝
日
が一番
忙
し
く
、

先
方
の
日
時
指
定
で
の
仕
事
で
す

の
で
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
元

気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も

ご
自
愛
の
程
。　
　
　

 （
母
代
筆
）

★
濱
田
　
正
夫
氏（
工
高
57
Ｍ
）

　

同
窓
会
の
皆
々
様
の
ご
健
康
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

★
飯
田
　
史
哉
氏（
工
高
58
Ｒ
）

　

社
会
人
は
休
み
が
非
常
に
少
な

い
で
す
。
学
生
時
代
に
遊
べ
る
時

は
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
廣
瀬
　
太 

一 

氏（
工
高
58
Ｔ
）

　
日
工
大
の
大
学
院
に
進
学
し
て

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
研
究
の
勉

強
や
Ｔ
Ａ（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
で
慌
し
い
で
す
が
元
気
で

や
っ
て
い
ま
す
。

★
八
木
　
英
記
氏（
工
高
61
Ｂ
）

　
日
工
大
の
機
械
科
2
年
に
在
学

中
。
付
属
か
ら
来
た
友
人
達
と
楽

し
く
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
！

★
村
田
　
修 

一 

氏（
工
高
62
Ａ
）

　

日
工
大
に
通
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
来
年
も
特
待
枠
を

頂
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
精
神

努
力
い
た
し
ま
す
。

　
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　
平
成
23
年
3
月
31
日
付
け
で

　
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
方
々
で
す
。

建
築
科　
　
　
雨
宮
建
次
郎
氏

英
語
科　
　
　
眞
野
あ
ゆ
み
氏

国
語
科
　
　
　
福
島
　
朋
子
氏

理　
科
　
　
　
山
廣
　
真
之
氏

建
築
科
　
　
　
原
田
　
健
司
氏

機
械
科
助
手
　
南
雲
　
寛
樹
氏

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  

大
場
　
廣
子
氏

事
務
職
員
　
　
新
見
奈
緖
子
氏

事
務
職
員
　
　
近
　
　
繭
子
氏

事
務
職
員
　
　
高
瀬
　
由
希
氏

■ 

訃
　
報

　（
会
員
調
査
ハ
ガ
キ
及
び
家
族

　
か
ら
の
ご
連
絡
に
よ
り
ま
す
）

■
西
本　
正
利
氏	

（
高
科
3
機
）

■
吉
越　
平
吾
氏	

（
業
夜
11
Ａ
）

■
今
井　
寿 

一 

氏	

（
工
業
1
Ａ
）

■
山
口　
　
正
氏	

（
工
業
３
A
）

■
伊
地
知
三
剛
氏	

（
工
業
５
A
）

■
佐
々
木
将
富
氏	

（
工
業
6
Ａ
）

■
豊
田
文
之
進
氏	

（
工
業
6
Ｂ
）

■
大
角
覚
四
郎
氏	

（
工
業
７
C
）

■
長
友　
富
武
氏	

（
工
業
９
C
）

■
高
橋　
利
之
氏	

（
工
業 

10 

A
）

■
谷
口　
光
央
氏	

（
工
業 

10 

A
）

■
安
岡　
照
雄
氏　
（
工
業 

10 

A
）

■
吉
岡　
正
雄
氏	

（
工
業 

11 

A
）

■
山
崎　
幸
男
氏	

（
工
業 

11 

A
）

■
石
井　
　
実
氏	

（
工
業 

12 

A
）

■
入
江　
　
清
氏	

（
工
業 

11 

C
）

■
中
條　
正
昭
氏	

（
工
業 

11 

C
）

■
藤
江　
昭
平
氏	

（
工
業 

11 

C
）

■
佐
久
間
健
次
氏	

（
工
業 

13 

Ｄ
）

■
星　
　

 

一 

夫
氏	

（
工
業 

15 

B
）

■
金
子
堅
太
郎
氏	

（
工
高 

10 

B
）

■
栗
山　
　
弘
氏	

（
工
高 

17 

B
）

■
鈴
木　
正
人
氏	

（
工
高 

19 

Ｏ
）
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平 成 22 年 度 活 動 報 告 （抜粋）

4月15日（木）
第１回運営員会

4月15日（木）
会誌69号（春号）発行

4月25日（日）
第32回同窓会杯
ゴルフコンペ

5月15日（土）
第1回常任幹事・幹事会

9月18日（土）
第28回生涯学習の集い

9月18日（土）19日（日）
日駒祭

9月18日（土）19日（日）
日駒祭

9月1日（水）
会誌70号（秋号）発行

8月2日（月）
第42回理事長杯
ゴルフコンペ

8月1日（日）
ゴルフコンペ前夜祭

赤倉山荘

5月15日（土）
定時総会・懇親会

5月15日（土）
定時総会

10月9日（土）
第2回常任幹事・幹事会

2011年1月25日（火）
三会合同新年会

2011年2月22日（火）
新同窓会幹事会（日駒63期）
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学園の郊外施設案内
●本学園には、風光明媚な国立公園に 2つの施設があり、学校行事のほかに生徒・卒業生・

保護者等にも広く利用されています。
●同窓生の皆様、お友達やご家族をお誘いのうえ、学園の施設をクラス会の会場・旅の宿・

レクリエーションの場等にご利用ください。

《赤倉山荘》

　 宿泊料金	         
一泊二食付

　   冬期料金

　　　  	 	 　	 　　　　      夏期料金

　日駒中・高生	 	 3,400 　     3,800

　日工大生 		  3,400 　     3,800

　卒業生（含む家族）	 4,300 　     4,700

　後援会（含む家族）	 4,300  　    4,700

冬期料金（暖房費含）
赤倉山荘　　11 月 16 日～ 4 月 15 日
下田寮　　　12 月   1 日～ 3 月 31 日
夏期料金（冷房費含）
下田寮のみ　  6 月　1 日～ 9 月 20 日

●伊豆箱根国立公園、伊豆半島の突端に近い
下田市の白浜海岸を見下ろす小高い丘陵に
建っています。5階の食堂からは、海の向こう
に伊豆七島が美しく見えます。もちろん白浜
海岸の海水浴やサーフィンのようすも見えま
すし、外浦・爪木崎・須崎の御用邸なども一望
できます。浴室は 52度の湯（単純泉）が毎分
25リットル湧出しています。

《申し込み方法》
日本工業大学駒場高等学校総務課へ希望の日程が空いているか電話でご確認ください。

（ただし、電話での予約は出来ません。）
総務課窓口までお出でいただき、申込書に必要事項を記入し、全額入金で受付けとなります。  

（領収書兼会員券を発行します。）
申込みは、希望する月の 1ヶ月前の 1日から使用希望日の 3日前まで受付けています。
（年末・年始にかけての受付けは、別に定めます。）

◆上信越国立公園、妙高高原の赤倉温泉にあり、
春の新緑（山菜取り）、夏の登山また日本海での
海水浴、秋野紅葉（きのこ狩り）、冬のスキーと
四季おりおり色々な楽しみ方があります。宿に
は薬湯赤倉温泉が引かれ、コンコンと湯があふ
れています。

《下田セミナーハウス》

◆〒 949-2111
　新潟県妙高市大字赤倉 588-29
　TEL.0255-87-2204　FAX.0255-87-2649

●〒 415-0012
　静岡県下田市白浜 2724 
　TEL.0588-22-9812　 FAX.0558-22-6732  

大　
島

利　
島

鵜
渡
根
島

新　
島

三
宅
島

御
蔵
島

式
根
島

神
津
島

爪
木
崎

セミナーハウス 5階食堂から見ることのできる「伊豆諸島」

ACCESS
◆東京方面から

新幹線利用
東京→熱海→伊東→下田
直通電車利用
東京→下田
車利用
東京→熱海→下田
◆大阪・名古屋方面から

新幹線利用
新大阪→名古屋→熱海→伊東→下田
車利用
大阪→名古屋→下田
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母校部活動等
報　　告

　
　
　
　  

顧
問
　
堀
口 

博
行

　
結
成
2
年
目
を
迎
え
た
合
唱
団

は
，
今
年
度
も
学
校
行
事
を
中
心
に

数
々
の
発
表
の
場
を
頂
き
ま
し
た
。

入
学
式
で
の
校
歌
紹
介
か
ら
始
ま

り
，
福
島
県
只
見
町
で
の
夏
合
宿
を

経
て
，
高
等
学
校
の
第
2
回
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
，
良
い
歌
声
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新

入
生
も
男
子
2
名
，
女
子
2
名
の
計

4
名
入
り
，
少
し
ず
つ
合
唱
団
と
し

て
の
土
台
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
仲
が
良
く
，

練
習
を
楽
し
く
し
な
が
ら
も
ル
ー
ル

を
守
り
お
互
い
に
指
摘
し
合
え
る
関

係
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
文
化

祭
の
発
表
で
は
，
昨
年
度
に
比
べ
て

曲
数
も
増
え
，
曲
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
豊
か
に
な
り
，
昨
年
よ
り
も
多

く
の
方
に
聞
い
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
座
少
年
少
女
合
唱
団
の

望
月
先
生
の
ご
指
導
も
あ
り
，
生
徒

た
ち
は
日
に
日
に
上
達
し
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
よ
り
他
校
と
の
交
流
も

始
ま
る
予
定
で
，
ま
す
ま
す
多
く
の

場
で
発
表
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
メ
ン
バ
ー
が

楽
し
み
な
が
ら
も
，
聞
く
人
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
合
唱
団
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
顧
問
　
宍
戸
　
俊
介

　　
今
年
も
始
め
は
十
数
名
の
１
年
生

が
入
部
し
て
く
れ
て
、
足
り
な
い
楽

器
が
補
充
で
き
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
事
情
に
よ
り

ど
ん
ど
ん
人
数
が
減
っ
て
し
ま
い
、

あ
っ
と
い
う
間
に
新
入
部
員
は
５
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
と
も

と
２・３
年
生
も
少
な
い
の
で
、
総

勢
20
名
ほ
ど
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

て
、
気
合
い
を
入
れ
て
み
ん
な
で
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
不

手
際
に
よ
り
期
限
ま
で
に
申
し
込
み

が
出
来
ず
、
不
参
加
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
顧
問
が
も
っ
と
し
っ
か

り
管
理
を
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ

た
と
反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
参
加
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
は
日
駒
祭
な
の
で
、
そ
の
準
備

に
早
め
か
ら
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

合
宿
も
河
口
湖
に
あ
り
ま
す「
ホ
テ
ル

＆
レ
ス
ト
ラ
ン 

イ
エ
ス
タ
デ
ィ
」
と

い
う
施
設
で
行
い
ま
し
た
。
河
口
湖

の
ほ
と
り
に
あ
る
自
然
に
囲
ま
れ
た

開
放
感
の
あ
る
施
設
で
、
三
泊
四
日

の
期
間
で
実
の
あ
る
練
習
が
行
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
駒
祭
の
今
年
の
演
奏
は
例
年
通

り
、
後
夜
祭
で
全
校
生
徒
の
前
で
行

い
ま
し
た
。
生
徒
達
と
顧
問
で
短
い

劇
を
し
、
そ
の
合
間
に
曲
を
演
奏
す

る
と
い
う
企
画
を
し
ま
し
た
。
思
っ

て
い
た
よ
り
も
み
ん
な
し
っ
か
り

役
を
演
じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
企
画

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
途
中
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
最
後
ま
で
通
し

て
行
え
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
昨

年
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た

が
、
今
年
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
進
学
関
係
で
３
年
生
が
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
３
年

　
　
　   

顧
問
　
鈴
木
　
正
憲

東
京
都
体
操
競
技

　
種
目
別
大
会
優
勝

　
8
月
14
日（
土
）、
北
区
滝
野
川
体

育
館
に
て
、
東
京
都
体
操
競
技
種
目

別
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

参
加
選
手
１
５
０
人
強
の
、
体
操
の

大
会
と
し
て
は
参
加
人
数
の
多
い
大

会
で
す
が
、
今
年
度
本
校
か
ら
は
６

名
の
選
手
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
他
の
大
会
と
違
い
、
好
き

　
　
　
　
顧
問
　
石
田
　
善
久

　
部
員
数
12
人

　
ゴ
ル
フ
部
員
数
は
、
全
国
的
に
も

減
少
し
、
本
校
で
は
最
多
時
の
半

分
以
下
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
変
わ

ら
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

“
合
宿
”
を
、
今
も
早
朝
か
ら
の
ラ

ウ
ン
ド
練
習
を
、
水
戸
グ
リ
ー
ン
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
照
田
コ
ー
ス
に
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん「
エ

合
　
唱
　
団

吹
奏
楽
委
員
会

体
　
操
　
部

ゴ 

ル 

フ 

部

生
か
ら
気
持
ち
を
託
さ
れ
た
２
年
生

が
１
年
生
を
引
っ
張
っ
て
日
々
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
出
場
し
た
グ
ル
ー

プ
は
管
打
７
重
奏
で
す
。
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
人
一
人
の
音

が
特
に
大
事
に
な
っ
て
く
る
コ
ン
テ

ス
ト
な
の
で
、
正
月
も
返
上
し
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
当
日
は
み
ん
な
多

少
の
緊
張
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
力

で
演
奏
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
結
果
は
銅
賞
で
し
た
。
悔
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

何
が
悪
か
っ
た
の
か
を
冷
静
に
判
断

で
き
た
の
で
、
次
に
繋
が
る
コ
ン
テ

ス
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
年
度
末
最
後
の
演
奏
会
は
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
し
か
し
、

今
年
度
は
地
震
の
影
響
で
無
期
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
３
年
生
は
最
後
の

演
奏
会
だ
っ
た
の
で
絶
対
開
催
し
た

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

た
何
処
か
で
集
ま
っ
て
演
奏
会
が
出

来
る
よ
う
に
な
ん
と
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
現
役
の

人
数
が
少
な
い
の
で
、
今
の
ま
ま
で

は
し
っ
か
り
し
た
演
奏
が
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
新
入
生
を
多
く
入
れ
て
良

い
吹
奏
楽
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
種
目
だ
け
を
選
ん
で
演
技
す
る
こ

と
が
出
来
、
６
種
目
す
べ
て
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
、

大
会
な
の
で
す
が
、
本
校
の
選
手

は
秋
の
大
会
を
見
据
え
、
ほ
と
ん
ど

の
選
手
が
６
種
目
す
べ
て
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　
班
編
成
に
も
恵
ま
れ
、第
２
グ
ル
ー

プ
の
床
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

細
か
な
ミ
ス
は
少
し
有
り
ま
し
た
が

幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
ま
し

た
。
後
半
に
入
っ
て
も
集
中
力
を
切

ら
す
こ
と
な
く
全
員
が
良
い
演
技
を

す
る
中
で
、
１
年
Ｇ
組
の
徳
田
航
汰

選
手（
八
坂
中
）
が
合
宿
の
成
果
を
出

し
、
と
て
も
良
い
演
技
を
し
て
い
ま

し
た
。
得
に
後
半
３
種
目（
跳
馬・
平

行
棒・
鉄
棒
）
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ

着
地
ま
で
完
璧
な
演
技
で
し
た
。

　
第
２
グ
ル
ー
プ
の
演
技
が
す
べ
て

終
わ
り
、
強
豪
校
が
出
場
す
る
第
３

グ
ル
ー
プ
を
見
学
し
て
い
た
の
で
す

が
、
跳
馬・
平
行
棒・
鉄
棒
の
種
目
に

関
し
て
、
本
校
の
徳
田
航
汰
選
手
の

得
点
を
上
回
る
選
手
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ず
、
も
し
か
し
た
ら
上
位
に
入
賞

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待

が
出
て
き
ま
し
た
。

　
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
表
彰
式
を

観
客
席
よ
り
見
て
い
ま
し
た
。
や
は

り
予
想
は
的
中
。
跳
馬
と
鉄
棒
で
５

位
入
賞
。
平
行
棒
に
関
し
て
は
な
ん

と
優
勝
で
し
た
。
大
会
前
、「
１
種

目
で
も
い
い
か
ら
何
か
賞
状
を
持
っ

て
帰
ろ
う
と
い
う
」
気
持
ち
で
臨
ん

だ
大
会
で
し
た
の
で
、
期
待
以
上

の
大
躍
進
で
し
た
。
結
果
を
見
れ
ば

優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
で
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
上
位

の
選
手
達
は
難
し
い
技
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
ミ
ス
を
し
た
と
い
う
の
も

現
実
問
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
上

位
の
選
手
に
ミ
ス
が
出
て
い
な
け
れ

ば・・・・
と
考
え
た
時
、
ま
だ
ま
だ

今
後
の
課
題
も
あ
る
と
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
人
大
会

　
　
　
個
人
4
位
入
賞

　
11
月
21
日
に
東
京
都
新
人
大
会
が

八
王
子
高
校
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
2
年
生
2
名
・
1
年
生

3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
夏
の
大
会

で
も
良
い
成
績
を
残
し
た
１
年
Ｇ
組

の
徳
田
航
汰
選
手
（
八
坂
中
）
が
ど

こ
ま
で
成
長
し
た
結
果
を
出
せ
る
か

が
楽
し
み
で
し
た
。

　
1
班
の
床
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
比

較
的
良
い
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
が
、
緊
張
も
あ
り
、
床
で

二
度
の
転
倒
二
度
ラ
イ
ン
オ
ー
バ
ー

を
し
て
し
ま
い
、
思
う
よ
う
な
得
点

に
は
ほ
ど
遠
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
そ
の
後
は
失
敗
を
引
き

ず
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
通
り
の
良

い
演
技
が
行
え
ま
し
た
。　
最
終
種

目
の
鉄
棒
で
は
夏
の
間
に
取
り
組
ん

だ
新
技
を
入
れ
た
演
技
に
挑
戦
し
、

見
事
成
功
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
個
人
総
合
4
位
、
種
目
別

あ
ん
馬
で
2
位
に
入
る
結
果
を
残

し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
種
目
の
失
敗

が
な
け
れ
ば
顧
問
が
予
想
し
て
い
た

個
人
総
合
2
位
に
届
い
て
い
た
の
が

少
々
悔
や
ま
れ
ま
す
が
、
来
年
度
を

見
据
え
て
技
数
を
増
や
し
望
ん
だ
今

大
会
で
し
た
の
で
、
目
的
の
8
0
%

は
達
成
で
き
た
か
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
は
関
東
大
会
出
場
を
目

指
し
練
習
に
も
日
々
努
力
し
て
行
き

ま
す
の
で
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
顧
問
　
新
井
晋
太
郎

　

現
在
高
校
バ
ス
ケ
部
は
、
新
3

年
生
は
男
子
選
手
が
４
名
、
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
1
名
、
新
2
年
生
は

男
子
選
手
が
8
名
、
女
子
選
手
2
名

の
合
計
15
名
で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
影
響
で
、
春
休
み
は
残
念

な
が
ら
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
新

年
度
の
大
会
で
は
、
一
つ
で
も
多
く

勝
ち
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
部

員
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
通
常
時
は
、
月

曜
日
と
木
曜
日
、
土
曜
日
の
放
課
後

は
体
育
館
で
練
習
し
て
い
る
の
で
、

O
B・
O
G
の
方
は
気
軽
に
練
習
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

高
校
バ
ス
ケ
部

チ
ケ
ッ
ト
と
マ
ナ
ー
」
を
守
り
、
少

し
で
も
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
O
B
の
方
も
、
高
校
生
時
代
を
思

い
出
し
て
合
宿
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

順序不同

　
　
　
　
顧
問
　
齋
藤
　
新
吾

　　
2
0
0
6
年
有
志
７
名
が
集
ま
り

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
地
道
な
活
動
を
続
け
、
2
0
0
9

年
度
学
校
に
活
動
が
認
め
ら
れ
愛
好

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
の
参
加
、
ま
た
他
校
や
社

会
人
チ
ー
ム
、
日
本
工
業
大
学
な
ど

と
合
同
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
正
式
に
高
体
連
に
加

盟
し
ま
し
た
。
４
月
10
日
か
ら
始
ま

ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

愛 

好 

会
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顧
問
　
平
　
雅
行

　
平
成
22
年
度
は
４
月
１
日
か
ら
活

動
、
４
月
２
日
に
は
本
校
の
ア
リ
ー

ナ
に
12
校
が
集
ま
り
練
習
試
合
を
行

い
、
年
末
は
例
年
通
り
12
月
30
日
ま

で
練
習
し
ま
し
た
。

　
特
に
昨
年
度
は
例
年
以
上
に
練
習

試
合
を
行
い
、
の
べ
45
校
と
練
習

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
の
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
新
潟
県
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
の
学
校
と
も
行
い
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
実
力
を
つ

け
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
新
潟

県
南
魚
沼
郡
で
合
宿
を
４
泊
５
日
行

い
、
他
校
と
も
合
同
練
習
を
行
い
ま

し
た
。
合
宿
後
に
は
全
国
定
時
制
通

信
制
大
会
の
手
伝
い
、
練
習
試
合

（
夏
休
み
だ
け
で
18
校
と
対
戦
）、
私

学
大
会
、
八
支
部
大
会
な
ど
卓
球
づ

け
の
夏
休
み
で
し
た
。
そ
し
て
、
８

月
30
日
、
31
日
に
行
わ
れ
た
八
支
部

大
会
で
は
、
団
体
戦
で
惜
し
く
も
３

位
、
ダ
ブ
ル
ス
３
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
新
人
大

会
で
は
、
団
体
戦
で
４
大
会
振
り
に

４
回
戦
に
進
出
、
東
京
都
ベ
ス
ト
32

に
入
り
、
次
大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
12
月
に
関
東
選
抜
大
会

が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
駒
沢
体

育
館
・
駒
沢
屋
内
球
技
場
）。
代
表

目
指
し
て
日
々
生
徒
と
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
は
有
望
な
新
入
生
も

入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
卓
球

部
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
　
　
　
顧
問
　
市
川
　
桃
子

　

今
年
度
の
剣
道
部
は
、
部
員
が

20
名
を
超
え
ま
し
て
、
大
勢
で
稽
古

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他

校
へ
の
出
稽
古
の
回
数
も
増
え
ま
し

て
、
目
黒
区
の
秋
季
大
会
で
は
団
体

戦
で
高
校
２
位
、
個
人
戦
で
男
子
初

段
以
下
と
女
子
初
段
以
上
の
部
で
２

人
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
昇
段

審
査
も
合
格
率
も
安
定
し
、
さ
ら
に

入
学
し
て
く
る
部
員
と
懸
命
に
稽
古

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
顧
問
　
小
林
　
　
勲

　
第
49
回
東
京
都
高
校
ス
キ
ー
大

会
が
2
月
13
日（
日
）～
17
日（
木
）の

期
間
、
新
潟
県
セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
舞

子
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
先
立
ち
2
月
10
日
か
ら

長
野
県
北
竜
湖
ス
キ
ー
場
で
合
宿
を

行
い
、
十
分
な
練
習
の
後
、
大
会
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
本
校

ス
キ
ー
部
は
、
昨
年
度
よ
り
基
礎
ス

キ
ー
班
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
会
に
は
ど
の
種
目
に
も
2
0
0
人

以
上
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
本
校
か
ら
は
5
名
の
競
技
班
が
出

場
し
ま
し
た
。
大
会
初
日
は
回
転
の

選
考
会
で
2
年
Ｇ
組 

小
笠
原 

隼
也

君
が
17
位
、
3
年
Ａ
組 

山
賀 

健
君

が
44
位
で
翌
日
の
本
大
会
に
進
出
し

ま
し
た
。
2
日
目
、
本
大
会
か
ら
出

場
の
1
年
Ｈ
組 

佐
野 

完
君
を
含
め

て
3
名
が
本
大
会
に
出
場
、
結
果
、

小
笠
原
君
が
22
位
、
佐
野
君
が
32
位

と
先
の
関
東
大
会
出
場
の
実
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。
3
日
目
、

大
回
転
の
選
考
会
で
は
小
笠
原
君
が

　
　
　
　
顧
問
　
飯
塚
　
祐
司

春
季
東
京
都
大
会　
予
選　

　
（
於　
日
体
大
荏
原
高
校
）　
優
勝

３
月
22
日　 剣 

道 
部

ス
キ
ー
部

卓 

球 
部

硬
式
野
球
部

り
ま
す
東
京
都
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
春
季
大
会
に
は
、
人
数
不
足

の
為
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
し
か
し
、
秋
大
会
で
は
人
数
を

集
め
単
独
で
出
場
し
、
関
東
大
会
出

場
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
顧
問
　
伊
藤  

一 

三

　
中
学　
６
名

　
高
校　
27
名
（
女
子
３
名
）

平
日
の
５
日
間
学
校
で
陸
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
東
京
体
育
館
で
の
プ
ー
ル

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○ 

中　
学

・
3
年
生
の
廣
川
剛
大
が
4
0
0
m

自
由
形
と
1
5
0
0
m
自
由
形
で

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
に
出
場

○ 

高　
校

・
東
京
都
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技

大
会
に
11
人
が
制
限
タ
イ
ム
を
突
破

し
出
場

水 

泳 

部

2
位
入
賞
、
山
賀
君
が
44
位
で
翌
日

の
本
大
会
に
進
出
し
ま
し
た
。
4
日

目
、こ
こ
で
も
本
体
か
ら
出
場
の

佐
野 

完
君
を
含
め
て
3
名
が
本
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
、
小
笠
原

君
が
13
位
、
佐
野
君
が
33
位
と
好
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
君
と
佐
野
君
は
来
年
も
出

場
で
き
ま
す
の
で
、
全
国
大
会
出
場

の
た
め
の
枠
〔
10
位
以
内
〕
を
め
ざ

し
て
練
習
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
6
年
制

中
学
校
か
ら
全
国
大
会
出
場
経
験
の

あ
る
頼
光
君
が
今
年
度
よ
り
高
校
に

進
学
す
る
た
め
、
23
年
度
の
ス
キ
ー

部
は
と
て
も
期
待
が
持
て
ま
す
。

　

体操部

合唱団

水泳部 卓球部硬式野球部

スキー部 ゴルフ部

アメリカンフットボール愛好会

決
勝　
　
対　
高
輪　
　
　
　
　
　

  

　
９
ー
８　
○

　
　
　
　
（
延
長
12
回
サ
ヨ
ナ
ラ
）

春
季
東
京
都
大
会

４
月
３
日
（
於　
八
王
子
市
民
球
場
）

１
回
戦　
対　
関
東
第
一　

　
０
ー
10　
●

第
92
回
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
東
東
京
大
会

７
月
４
日
（
於　
昭
島
市
民
球
場
）

１
回
戦　
　
対　
都
北
豊
島
工
業　

　
10
ー
０　
○
（
６
回
コ
ー
ル
ド
）

７
月
13
日
（
於　
明
治
神
宮
球
場
）

２
回
戦　
　
対　
都
大
島
海
洋
国
際

　
９
ー
０　
○
（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

７
月
16
日
（
於　
駒
沢
球
場
）

３
回
戦　
　
対　
上
野
学
園　
　
　

　
４
ー
８　
●

吹奏楽委員会
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●
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９・０
の
国
内
で
は
最

大
の
大
地
震
が
発
生
し
て
か

ら
1
月
余
。
地
震
に
よ
り
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
、
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
物
資
、
そ
し
て
善
意

が
被
災
者
の
元
に
届
い
て
い
る

こ
と
と
想
い
ま
す
。
東
工
学
園

同
窓
会
事
務
局
と
い
た
し
ま
し

て
も
同
窓
生
の
安
否
を
確
認
し

た
く
調
査
を
続
け
て
お
り
ま
す

が
、
同
窓
生
の
皆
様
、
こ
の

会
誌
が
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

「
会
員
消
息
の
は
が
き
」
に 

一

文
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
こ
の
東
日
本
巨
大
地
震
で
の

被
災
者
の
こ
れ
か
ら
の
苦
難
の

日
々
を
、
同
窓
生
は
も
と
よ
り

私
た
ち
皆
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
、
少
し
で
も
多
く
分
か
ち

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

●
学
校
人
事
の
関
係
で
今
ま

で
同
窓
会
の
事
務
を
し
て
く
だ

さ
っ
た「
河
本 

祥
子
氏
」
が
中

学
校
事
務
に
異
動
し
、
総
務

課
事
務
の「
古
牧 

芙
美
英
氏
」

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
意
見・
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ＦＥ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｒ

Ｏ

Ｍ

しもだガイド

開国の史跡めぐり
     嘉永 7年（1854年）ペリー提督率いる米国海軍が日米

和親条約により来航してから下田の開国の歴史が始ま
りました。市内には今でも当時の史跡が多く残ってい
ます。史跡とまちを巡ってみてはいかがですか？

ⅰ）ペリー提督が了仙寺で日米和親条約付録下田条約締結
のために行進した道「ペリーロード」を歩き了仙寺へ

ⅱ）ロシアの使節プチャーチンがディアナ号一艘で下田に
来航し、福泉寺で幕府と協議し長楽寺で日露和親条約
を結びました。福泉寺 → 長楽寺 → 下田開国博物館へ

ⅲ）駐日米国総領事ハリスが玉泉寺に入り星の数 32個の
星条旗を揚げた玉泉寺へ

ⅳ）「唐人お吉」の名で知られる斉藤きちは、17歳の時に、
アメリカの総領事タウンゼンドハリスのもとへ侍妾と
して奉公した悲運のお吉宝福寺へ

季節の花まつり
　　温暖な気候は多くの美しい花を咲かせます。下田では

季節の花をテーマにイベントが開催されています。一

度足を運んでみてはどうですか？

ⅰ）アロエまつり 12月上旬～ 1月下旬
　　白浜一色地区はアロエの里とよばれ、家々

の回りや付近の海岸に多くのアロエが育成

しています。遊歩道は花の咲く時期になる

と一面が赤く染まり、寒い冬に彩りを加え

ます。

ⅱ）水仙まつり　12月 20日～ 1月 31日
　　爪木崎燈台がある岬の斜面を覆い尽くす約 300 万本の

野水仙。辺りは水仙の香りが軽やかに漂います。

ⅲ）さくらまつり 3月下旬～ 4月上旬
    約 730 ｍの土手沿いにある染井吉野 270 本の本郷公園

桜並木。日没後はライトアップされ大変幻想的です。

ⅳ）香りの花まつり　5月11～5月31日
　　1000 株のアメリカジャスミンが了仙寺境内を染め、

あたり一帯が不思議な香りにつつまれます。

ⅴ）あじさいまつり　6月1日～6月30日
　下田市街と港を一望できる下田公

園。総計 15 万株・300 万輪のあじ

さいは訪れた人を圧倒するほどです。

園内を巡る遊歩道に延々と続く大輪の

花は、ひと時の静寂さをもたらしてく

れます。

ⅵ）ハマボウまつり　7月下旬～ 8月上旬
　　北限地は三浦半島までと言われて

いるハマボウが 500 株余り大賀茂川

河口の吉佐美周辺で盛りになります。

大賀茂川畔はど見事なものは他には

見当たりません。

ⅶ）柿・みかん狩り　10月 20日～ 11月 30日
　大賀茂地区のみかん園で、柿・みかんが旬になります。

たわわに実る秋の果実、取立ての味は格別です。

「ノルディックウォーキング」ってご存知ですか？
 ヨーロッパを中心に流行している、ポールを持って歩く

「フィットネスウォーキング」で、下半身だけでなく腕や
上半身の筋肉を使う全身有酸素運動です。通常のウォー
キングより膝や腰への負担が軽く、運動効果は大きい
ので女性のダイエットは勿論、お年寄りにもやさしい
ウォーキングですので、楽しい健康つくりを体験してく
ださい。下田では、海洋浴とノルディックウォーキング
を組合せたウォーキングコースを海沿いに用意していま
す。下田観光協会で、ポールのレンタル（1 セット 700 円）
を扱っております。また無料使用講習もやっています。

　                 （資料協力：下田市観光協会）


